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発刊にあたって

本書Ci，平成 7年度から出産碕助を受けて実施している患の辻遺跡発掘調査事業の平成立年震の報

。

原の辻遺罫は， 8本最古の寿命着き場を始め，大陸や事月詳半島との交流を物語る数多くの遺物が出士ー

することや，大規模な多重環濠が集落を巡ることをどから， r委主志罷人伝jに記載されたー支国の王

都と特定され，平成 9年 9月i茸の史跡指定を受けましたが，さらに今回は，わが屈の弥生時代を解明

するうえで希有な遺跡、として，平成12年11月248r特別史跡jの指定を受けました。弥生時代の集落

遺膝としては全国で 3番目ということで，その重要性が高く評{揺され，誠に喜ばしい罷りであります。

本遺跡は，轄鉾)11下流域に形成された漆江田原の平野;こ，面構約100ヘクタールの広さに及び，

画的な発揮謡査が進められ，これまでに大きな成果をあげてきました。今年度の調査は，史跡指定外

の区域について実施しました。丘陵部高鰯にあたる石田町大JII地亙・原ノ久保地区と北鶴の芦辺前八

反地区です。

大111地区は平成101f三疫の調査で初期貿易陶磁やt締器に詰ってイスラム陶磁が 1点出土し，古代の

公的な施設が存在した可能性を示唆しましたc 今国は l箇所から出itに関連する遺物が確認されまし

た。しかし，さらに重要な発見がありました。それは今まで高間で発見されていなかった譲が確認さ

れたことです。弥生中期の遺講で，今後の調査でどの方向に進んでいくのか期持されます。

原ノ久保地足では，平成8年度に調査した墓域の範囲を確定する呂的で調査毘設定をしました。住

宅地の中ではラかなり!日地形が削平を受けていましたが，まだ部分的に残っている所もありました。

また少し離れた西側の水田の調査区からは，前向より古い弥生中期の墓地も確認することが出来まし

た。

不接地底ではヲこれまで確認されていた濠や溝のつながりをさらに確認することができました。

このように，継続した諦査によって新しい発見もあり，当時の状況が少じずつ明らかになってきま

したれ遺i替も一段と重みを増してきましたc これからも謂査は続けられますが，一地域に埋没するこ

となく，東アジア史の視点で調査研究を行い，地域に根ざした整嬬活用を闘ってまいりたいと考えて

おります。

原のj土遺爵の謂査成果が，学帯資料として活用され，文化討の愛護;こ役立てていただければ幸いで

す。

平成13i手3月31日

長崎県教育委員 本村道夫



例 仁三

1.本書は，国庫補助を受けて平成 7年度から実施している毘の辻遺跡発掘調査事業の平成立年定分

の発掘調査報告書である。

2.調査は，芦辺町教育委員会と石田町教育委員会の協力を得て，長崎県教育委員会が主体となって

実施したものである c

3.本書iこ収録した現場担当者は( )内に記した。また，執筆者については本文目次の項に示した。

①不f家主車区 (担当者町田利幸・杉原敦史・藤村誠)

芦辺町深江鶴亀触字不錬

②大)11地区 (担当者安楽勉)

石間耳石田酉触字大111

号原ノ久保地区 (担当者安楽敷)

石田町石田頭触字原ノ久保

4.本書関係の出土遺物と図面および写真類は，長崎果教育庁原の辻遺都調査事務所に保管している。

5.本書の総編集は安楽が担当した。

6.本書で方{立の基準としたのは践北である。留ではM Nの略字を{吏吊したc

調査関f系者は以下のとおりである

調査担当 長騎県教育庁原の辻遺跡言語査事務所

調査組議所 長田JlI

5栗 長 安楽 勉

課長(兼〉 町田 一一久(壱岐教育事務所)

係長(兼) 長関正記( ク

笥田利幸

村111 逸朗

杉涼敦史

藤村
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PL7 大JI同氏濠検出状況ー大J!I8 [[;衰北領IJj二審

PL8 大)119区濠検出状況・大JII9 rz濠東側土層

PL9 原ノ久保10r又西側土層・原ノ久保11区東側土麗

P LlO 原ノ久保11[[遺物出土状況ノ久保12[[遺物出土状況

PL11 ノ久保11区土器i官土状況・原ノ久保 7 善検出状況

P L12 原ノ久保10[[小児童棺墓出土状況(上面ト捺/久保10豆小児委指募出土状況(下宣言)

P L13 I京ノ久{呆日夜出:七小児童桔墓(上市)・涼ノ久保111K出土小児察結墓(下面)

P L14 原ノ久探12区石棺墓出土状況(上回ト窓ノ久保12区石桔墓出土状況{下面)

P L15 大)118区遺物出土状況(手前は濠上語0・原ノ久保8区土層

P L16 ブζJlI8 ー原ノ久謀11区調査嵐景



遺跡の立地と環境1. 

地理的環境

玄界灘に飛び石のように浮かぶ壱岐島は東西約15km，南北約17km，麗穣約138kn1，対馬とともに長

人口;ま約 3万5子入の島である。朝鮮半島釜山から対馬までは約52km，対馬から壱岐及崎県に属し，

壱妓から佐賀来呼子まで、は約26kmの毘離に技量する。福岡県捧び壱Ul支から福岡県博多まで、は約67km，

ジェットフオイルで約 1時間 住賀県呼子港とはフェ 1)ーで I時開多港とはフェリーで約 2時間半，

で結ばれている。長崎県への海上交通アクセスはなく，行設的iこは長崎県に属するものの文化的・経

済的には福間県との繋がりが深いc

は213mにすぎない。現在島も高い岳の辻でも島は全体が平坦な溶岩台地で、タ起伏は少なく

の面積の30%が耕地で森林は35%，険しい山々からなり森林が島全体の90%を占める対馬と;土地理的

に同じような位置にありながらも好対照をなしている O 島の基盤は古第三期層で，玄武岩がその表面

であるカfゆえ自震を覆い，弥生時代以時の箱式石棺や古墳石室の石材として利用されている。

-文化の研究フィールドとしてはとても有効な場所である C境の破壊辻都市部ほど進まず，

とあるが，島南東部の「深江田原jは県内第 2f霊雇7ぶj霞人伝には r.. .蒋F沼猶不足食・. . J 

の沖種平野で，有数の穀会地帯となっている o 短の辻遺跡はこの平野の中に南北方向に吉状に突き出

遺跡の範囲は約100ha(福岡と現在の水田面{標高 5~ 7 m) からなり，8 ~ 18m) した台地

内最大の橋鉾JI[が東西に流れ，東は約1.5km Fーム約301盟分)である。遺跡北部には全長約 9km， 

「深江田原jは遺跡の位寵する離れた内海(うちめ)に注ぎ， [1耳は郷ノj前方面へ続いている。また，

冬になると強い北西の季語風が吹くことでも知られている。
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2.歴史的環境

玄界離に浮かぶ壱岐島は吉くから対馬とともに大陸や朝鮮半島との人的・物的な交流拠点として，

また訪露上の要績として藍史的に重要な役割を担ってきた。ここでは弥生時代を中心に原始・吉代の

壱岐島の状況について述べてみたい。

!日石器時代の遺跡、は涼の辻遺跡・興原遺跡など確認されているものはわずかである。縄文時代の遺

臨も実擦に確認されているものは 7遺跡程度で，その大半が子潮になって遺跡が現れる潮間帯遺跡で、

ある。それに対して弥生時代の遺跡は第 2留に示した66カ月ITが確認されている c 弥生時代の遺諒分布

の特設として，縄文時代の遺跡が壱岐島酉関の海岸部に集中しているのに比べ，弥生時代の遺跡は壱

岐島全体に広がっている O これは漁労ー採集を中心とした社会から農耕社会への変化に対Lちしたもの

とも考えられる c また，弥生時代の遺跡の多くが島内をi走れる河川の流域に多く見られるのも特鍛の

一つであろう O ただし第2留からもわかるように呑江川流域に辻遺跡が立地していない。これは島の

北東部は発達した海主主崖で、湾入が少ないこと，また島の中央部が低地帯として壱岐島最大の穀倉地帯

となっているのに対し，島の甫北は表面を玄武岩で覆われた低王子な溶岩台地となっているという地形

的な問題からだと考えられる。

壱i肢が初めて護史に登場するのは 3世紀の中留の霊史書 f議志j{委人伝で，その中に「ー支国jと

して記載され，弥生時代経末期の壱岐の状況が紹介されている。 r(対馬田から)南にi韓海という海を

譲り，千余里行くと，一大国支国)に着く C 長官;ま卑拘，説官iま卑奴母離と呼ばれている。広さ

は四方三百塁ばかり O 竹木・叢林が多く，三千ばかりの家がある O やや問地があるが，食べるには足

らない。 甫北に海を護って来などを買ってくるJ短いが当時の壱岐を知る貴重な記述であるc

壱岐島内では遺跡の範囲，出土遺構・遺物の質・量ともに群を抜き，平成 7年， r倭人伝jに記さ

れたー支国の拠点集落と特定されたのが原の辻遺跡である C 集落の形成は弥生時代前期末に始まり，

弥生時代中期前半には多重の環濠を巡らし大集落として整備され，その後古墳時代前期に集落は解体

していったようである c調査の進展によって台地を巡る多重の譲は知論のこと台地北西低地部では[倭

国乱るJの影響とも考えられる環冒濠の再整備や，環濠のさらに外慨に掘られた濠群も確認されている O

また，遺跡内の台地理上部では高床式建物の存在を想定させる柱穴群の発兄，台地酉舗では東アジア

では最古の船着き場跡の発見，閉じく台地西館での水田畦畔遺構の発見など時代に対応し計-u面的に築

きEげられていったー支国の王者sとしての姿を徐々に現してきた。

また，現在までに環濠内に 1館所，環j豪の外に 5カ所の墓域も薙認されている O 墳墓の形式は北部

九州系の成人用聾棺は少なく，主体となるのは籍式石¥棺墓・土壌募である。石田大原・大Jll.涼ノ久

保 A地亙の墳墓からの副葬品からは王族級の有力な集団の墳墓の存在も伺える。なお，第 2開中の

鵠沼遺跡・関繰遺跡も涼の辻遺跡関連の墓域と考えられている。

原の辻遺跡の出土遺物で特に詮呂されるのは大控・朝鮮半島系の遺物の豊富さである。五鉢銭・貨

泉・大泉五十などの中国詰漢や新の時代の貨幣や朝鮮半島系無文土器・楽i良系滑石i昆入土器・楽j良系

瓦費土器・三韓系瓦質土器・掲質土器，規矩鏡・獣帯鏡.l勾行花丈鏡などの中国鏡，戦国式銅剣など

-2-
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枚挙にE震がない。さらに，船着き場に{吏丹jされ -敷粗菜工法は現代の土木技前とも相通ずるハ

イレベルなものでタこういった大陸系の遺物や高度な建築・土木技犠は，自ら海を渡った人々や対A馬

海峡を渡りこの地を訪れた人々との活発な交流によってもたらされたものに違いないc

島内で涼の辻遺跡以外の重要な集落遺顕;としてはカラカミ遺跡と事出遺跡が知られている。河田i淀

川の中流右岸に点在する遺助、群の中心がカラカミ遺跡である。 j京の辻遺跡;と同じく弥生時代前期末か

ら集落の形成が始まったようで，高地に位置するものの，環濠が巡っている。朝鮮半島系の瓦質土器

や来浪系滑石詫入土器の出土は大墜との頻繁な交流を物語る。獣菅を利用した話・ヤス・アワピ起こ

しなどの漁労関孫の遺物が多く，漁労や交易に従事した集屈の基地的な集落であった百]龍牲が強い。

また方格規矩読や調。i畿が出土，ト骨も出土するなど原の辻遺跡との類1))，性は大きいが，集落の規模が小

さく，遺跡群の中心集濯ではあるものの，涼の辻遺跡の集団よりも賠層的に下位:にあったと考えられる。

i播鉾JlI上流の遺跡群の中心が車出遺跡で、ある。主主出遺跡の在室する排出地区は壱岐酉部で比較的ま

とまりのある平野部が形成され，その中心にあたる鉢形L11には!日式内社で、壱i枝一の宮と称される天手

長男神社が位霞する。大陸との交流を示す遺物として方格捜矩鏡・貨泉が出土している。また祭程的

な性格を持つと思われる土器溜やト菅も薙認されている。最近の調査結果からi建長する出ノ上遺蜂や

鉢形山遺跡なども車出遺跡の範轄としてとらえ，当時の-^支国内の有力な集留がここにも存在したと

も考えられる。しかし涼の辻遺跡と向じ水系で藍線で約 5km程と流であること，また集落の形成時期

が弥生中期であることから，荷らかの理屈で原の辻遺罫から派生した集団によって集落が営まれた可

能性が強いと考えられる。ー支出を形成する集落のーっとして，ここにも有力者層か存在し，北から

南に深く湾入した半域湾を意識し，島の括慨をかためるための役割を果たしていた可能性、もある。

対馬，そして輯鮮半島を臨む島の北端部にも多くの弥生時代の遺跡が点在する G 中でも詑日にIl立す

るのが天ケ!京七ジョウ神遺掛である。護岸工事rl'の発見のため出土状況はわからないが，海岸の石耐

の下から三本の中広形鏑矛が出土している。これは，対馬に次ぐ国境の島としての外散の浸入を訪ぎ，

就海の安全を守ると L寸壱岐島の役割を我々に示している。

古墳時代になると壱岐には県内の半数以上の264基ものE古墳が築造される。 5t迂紀後半に築造され

たとみられる大塚山古壌は，涼の辻遺跡を見下ろすLUの上に築かれ，この地を生活の基盤とした豪族

の墳墓と考えられる。 しかし，その設約 l世紀近くの空白を経て巨大な古墳が島の中央部に多く見ら

れるようになる。壱岐島の穀倉地帯を捨てて何故この地に移ってきたのか詳絹はわからない。全長91

m，県内最大の言pjf走円壇である双六吉墳や石室内に船の線刻が克られる鬼屋窪吉壇，金錦裂の飾り

金具をつけた馬具のIil土が中央政権との関わりを示唆する笹塚古堪など，壱i誌の吉墳を代表する立石

墳が群集している。律令制下では国に大・守1・小田の等教があり国司の定員などが決められ，壱i技・

対馬は下関とはしミえそれぞ、れザ A つの冒として扱いを受けた。当時の壱岐査の民館跡と鵠分寺が置かれ

ていたのも島の中央部で， ii1tにおいてこの地は交通の要j賓として重要な地域であったと思われる。

壱岐島iま国境に近いため人的・物的交流の最前提であるのは当然のことながら，外敦の侵略に対し

ても大きな危険にさらされることになる。 1019年，女真族万伊が50隻の船で押し寄せ，壱岐の島

大な被害を被った。
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H 調査の経緯

(1) 平成 7 年震~11年産

j京の辻遺跡、では，昭和49年境仁実施した緊急調査によって弥生前期末からや期にかけての墓域が発

見されて以来，昭和50~52年にかけての範i謂確認識査を行い，台地の)よい範圏に遺物が見られること

が確認されたc それ以降[橋鉾Jl l流域総合整錆計画j に停って丘殻音l~をとり国む低地水田部まで調査

が拡げられー内法P 中iゑ外濠をもっ多重環譲集落であることが明らかになり「諜志倭人伝jに記さ

れた[一支出jの王都と特定された。

しかし遺跡の広さは100haにも及ぶと推定されたため，より詳縮な遺跡の内容把握に努めること

になりヲ平成 7年震から国産描助事業による範囲確認調査を進めることとなった。平成 7年度は)京地

区の丘陵部頂上部分と，大JII地区の墓域が調査された。丘陵部頂上部は毘の辻遺跡、の中枢部分と考え

られている地域で，祭議場跡が明らかになっており，さらに祭最建物群が検出されたc 居住関係では，

弥生中期~古壊前期の竪穴生涯跡と弥生前期末の土器が出土したことから，この時期まで居住があっ

たことが判明したJ また講:も東i有志向に走り区域を反切っていることも確認した。墓域は昭和51年度

の範囲確認調査で弥生中期末~弥生後期末の箱式石棺墓，土壌墓，小児斐棺墓などが検出され，鉄製

鐘，ガラス製勾玉なと守の副葬品が出土している。その設の畑地の深耕でも揺載鏡や有鈎銅多!I，ガラス

玉多数が採集されている c 謁査でiL箱式石詰墓5基，小克翠桔墓 7基， ?葺状遺構などが検出され，

副葬品として鉄実lJ，鉄鋤先，碧王製管ヨ-，ガラス製小玉などが出土している O

平成8年震はj京地区の丘陵部で薙認された溝や住居などの遺構が東錨斜面にどのように拡がるかを

追求した。また涼ノ久保A地17では墓域を調査した。涼地区では，弥生中期から古墳前期の竪穴住居

跡 9椀，溝4条，譲2条，小児斐指墓 6基が検出され，内濠内部の丘捜部東側斜面に居住域が拡がる

ことと，濠が東に{中ることが確認された。原ノ久保A地区では箱式石箱慕13基，集石遺構4基，石葦

土墳墓・土壊墓 6基，土壌 9基，小児斐按墓 3基，集石遺構 4基， i茸2条が検出され，副葬品として

9号土j農から長宣子孫詫の内行花文鏡 1 信形不明錦器 l点の11出ガラス製丸五，カラス製勾玉，碧

玉石製管玉が出土したc また， 8号籍式石詰墓からは，小形訪製読がfB土L，この墓域が弥生経末期

における有力者階層のものであることを裏付けることとなった。

平成 9年度辻芦辺賢n京・高元地[;;{と石田町池田大原・窓ノ久保B地Eを対象としたc 原地区では，

前年定説査[互の甫1!l!Jと丘陵i豆傍j鋭部の調査を実施したc その結果，弥生中期から古i童前期の竪穴f主居

掛17棟， l豪1条，講 6条，小克護措墓5基などの遺構が検出され，住居跡が多数重複しており，東鵠

斜面が長期需にわたって居住域として利用されていることが判明した。また小史翠桔墓は濠の湾岸に

ん;だ三状犬おj況j記2で

の西1鰯立期iにあた:りJ，調査が空i白の地域であった。この豆域からは，東西方向にのびる弥生中期の溝 1条

が検出されたがタ性格については丘陵部をほ切る環濠外の防高ラインのーっとも控溺されている。

平成10年度の調査は，芦辺町原・高原地Eと石田町大JlI.環ノ久保地区である。原・高原地亙では，

-5-



第 3盟震の辻遺跡概要菌 (1 : 8夢。00)

-6-

〈ぶ

.".鎗
d 



丘捜部函館中央部に若干地形がくびれた部分があり，ここにも亙画性をもっ濠が確認できるのではな

いかという呂的で調査区を設定した。その結果，丘寵北東側の{岳地に近い水呂からは後期を;主体とす

る層から多量の土器，石器とともに三十三島系の土器も出土したc また道路状になるのではないかと患わ

れる遺構も検出されている。さらに一段高い部分からは住居ー跡や多量の土器とともに，一部貝塚が形

成された状況も確認された。大111地区は平成6年定に農道拡幅工事に先立って行われた調査で，初期

貿易陶磁などの古代の遺物が出土しており，さらに範囲の拡がりや，新たな遺構の検出を目的として

行った。その結果，古it遺物はこれまでより東西の方向に拡がることが明らかになった。さらに注日

をヲiいたのが，イスラム陶器の出土で、あった。小破片が l点とは言え，その出土意義は大きなものが

ある C 原ノ久保地区の調査は，平成8年度謂査の墓域がさらに南舗まで拡がるのかということであっ

たが，すでに部平された部分も多く，遺構を確認するには至らなかったが，護棺や石棺の破片は若干

残されており，墓域が拡がっていたことを把握できた。

平成11年度の調査は，芦辺町不様地区，石田町柏田・註ノ木地区の調査を行った。不様地区は丘陵

北西部の抵地である c 調査の結果，弥生時代の!Bi可道と譲を 2条確認したっ i奈は弥生中期に揺られて

一旦埋没したあと，弥生後期に掘られて終末から古壇前期に再び埋没したもので， r村壕と外濠にあた

るものである。この地の遺構は誌生後期から中期と考えられる柱穴が検出されている。柏田地亙は古

代の遺物が出土した大JII地区に鋒接している。昭和51年度に壷桔墓 I基が出土した第20試掘壌のまわ

りに設定したが，関連の遺物の出土はなかった。しかし， I日石器の土層が一部確認された。小児翠桔

墓が検出された安JII建設北側にも設定したが，関連の遺構は検出できなかった。芭ノ木地区では弥生

時代の明確な包含層は確認できなかったが，高西部試掘壌からは!日石器時代の良好な包含層が検出さ

れ，ナイフ形石器や台形様石器が出土した。

(2) 平成立年産の譲査

今年定の謂査法，芦辺町不接地区と石田町大JlI.原ノ久保地Eを対象としたc 不様地i豆は丘陵部酉

鱒低地の平成10年度訟養き場付近水路等状況調査B足顔鶴に接して謂査区を設定した。その結果，遺

構は弥生前期末から中期初頭にかけての講2条と，弥生中期前半の土壌6 中期後半の土壌11基な

どと割弱は弥生中期を中心とした土器・石器が出土したが，弥生前期京の土器も出土している。大

Jfl地亙の調査では，丘陵部つけ根のやや東寄りの試掘壊から， l:豪が確認された。これまで確認されて

いる譲には方向からして繋らないもので，新しい遺構の発見である。原ノ久探地IKでは，原ノ久保A

地ほの墓域がどこまで拡がるのかを E的として謂査区を設定した。その結果，平成8年度調査の墓域

の範霞が絞られてきた反面，誌生中期の新たな墓域カf喜重認され，石棺墓 I基と小児斐棺2基が検出さ

れている。

-7← 



車調 査

上不鋒地震の調査

(1 )讃査概要(第 41亙，第 5国)

平成10年度の船着き場付近水路等状況調査(以下平成10年震特定調査と記すト平成11年夏の環譲

等状況調査(以下平成11年度特定調査と記す)では，弥生時代長期に環濠の外側に揺られた複数の譲

や，区i雪iベコ用排水日的でつくられた濯が検出されるなど， 1[1河道に挟まれた台地北西抵地部の状況が

しだいに明らかになっていった。また北西低地部からは掘立柱建物跡とみられる柱穴が多数確認され，

第 4関欝査区設量密(1 /5000) 

-8  





(2) 基本土層と遺物

遺講上面は度重なる水団化iこより捷乱を受けている。

また， 21冨・ 3患を掘り込む形で暗渠排水がつくら

れていた。この暗渠排水は讃査区全域に縦横に検出さ

れ，深いところでは弥生の遺講面に達し，遺構も多く

暗渠によって切られていたc

1麗及び出土遺物(第6図，第10冨)

基本土震は， 1震が掲色の現在の水E面である C

1は石鮮である。 中央に践を持ち，正裏面ともに磨

きをかけ， ド部は欠損する。断面は菱形を呈している。

2は石庖了の欠損品である G 刃部の萌ぎだしが裏E互に

残る o 3は正面の左側縁に扶り調整を行い，右側縁は

縮かい謂整剥離を加えた扶入石斧の製作工程段措と考

えられる C

2麗及び出土遺物(第 7図，第8図，第 9図，第10図)

2層は灰黄色の土層で，中世の白磁N額も混入して

いるが明治の陶磁器が出土しているので，近世から近

代の水田耕作詣で、あろう O

11土石撃製作4段需工程の資料ーである。正裏琵に一

部研ぎが入り，断面長方形をなし石材に粘板岩を用い

出;

O 

第6詔 1層出土遺物(1 /2) 

2 

5cm 
=::::J 

ている o 2は石撃製作2段階工程の資料である C 所ぎに入る前の石撃の素材で断面長方形を呈 L，五

材に粘板岩を用いている。 3は石撃製作2段階工程の資料で訴ぎを行っていない。 断面は厚みのある

三角形を呈し石材は粘板岩を素材としている。 4は石撃製作 3段階工程の資料で断面長方形の正面，

裏面，同額面，上面， 子商の 6面にカットを行い石材に粘板岩を用いている。 5は石撃製作4段階工

程の資料である O 断面はカマボコ状を呈し，裏面と右傾面に醗ぎ痕が残り石材は粘板岩を素材とする 0

6 は石撃製作工程 4 段階の資料である O 裏面を研ぎだし，その地は戴打による調整を行い建~酉はカマ

ボコ状を呈する。 7!土石撃製作工程4設轄の資料である c 正面，右鶴面，裏面の一部に訊:ぎだしを行

い断面は厚みのある三角形を呈L.石材は粘板岩を培いる。 81土石撃製作4段階工程の資料で正爵?

左関西，裏面の一部に研ぎを行い断面は長方形をなし石材に粘板岩を吊いている。 9は石盤製作工程

3段階の資料である O 正面は，鼓打痕が残り断面はカマボコ;訳を呈する G 石材は粘板岩を素材とする。

101土石撃の完成品であるが刃部を欠損する G 断面は長方形をなし，石材に粘板岩を{吏吊する。 11は石

撃の完成品である。上部のみに問凸を残し，その他は平土日に仕上げている。石材は粘較岩を用いてい

る。 12は石撃の完成品で、上面に回凸を残し石材は粘板岩としている。 13は石鎌製作途中の資料で刃部

となる部分は下端から調整剥離を行い，背の部分にも加撃を加えている。 14は石剣であるが嵐化のた

-10-
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め・部に研ぎだしを認められるのみである C 石材;ま硬質砂岩を

用いている。 15は議打による整形段階の蛤万石斧である。 16は

諒打後:こ 4t語に五iJfぎを行う石斧で刃部は欠損している。 17は砥

石として使用したもであるが風化のため詑用痕不明となってい

るo 18は黒曜石製の石識である。 断面は凸レンズ状をなし，正

裏面ともに丁寧な拝圧剥離を繰り返して作出している。製作技

術の状況から縄文時代の所産と考えられる。 19は黒曜石裂の局

部磨製石鎌である。断面は凸レンズ状をなし，正面のみに研ぎ

⑨ 

a 25 

¥ 0 2cm 
i ト一一一一一γ一一一一一斗

¥/  24 
o 5cm 
トー 「ー T 一一γ一一一←一一斗

第s臨 2露出土遺物(24[;1:1 /2・251;1:1/ 1 ) 

を行い濡縁は持lH:剥離により作出し左111IJの脚を欠損している o 20は黒H五h品製の石畿でヲ断面やや扇平

な凸レンズ状をなしている。加工整形が稚tmで剥片簸の範曙に含まれる要素を持つ。 21はサヌカイ i、

製で有茎石鎌である。 r勾厚で断面は凸レンズ:1院をなしている。 22は黒曜石裂のスクレイパーで，石匙

の形状が想定されるが，右翻屈を欠損する。 23は黒曜石裂のスクレイパーである。左側面に細かいつ

タッチ調整を施し，裏面;土自然面を残している G24は砂岩を丸く加工した玉石である025は譲いブルー

の色をしたガラス小玉。

3麗及び出土遺物(第 9菌，第10盟，第11国)

3層l土踏灰黄色の土轄で、吉1tから中世の水田詣である O 言者査lX北西側から高東1l1Uに向かつてゆるや

かな館斜がみられ，調査亙北儲で辻 3層は郁子され 2層重下が茶褐色粘賀i二(地UJ) となっていた。

調査i豆南部jでは 3)畜の下に土師器が出土する淡!天安色の古噴時代の 3b層が検出された。

26は黒曜石製の剥片識である。扶り部分、は正裏話ともに縮かいつタッチ調整を行っている。 271土石

撃製作行程4段階資料で断面は長方形をなす。正面の刃部に一部研ぎだしを行っている o 28は石繋製

作行程4段踏資料で断面は長方形をなしている。 正面の刃部と裏面に碗ぎだしを行っている。 29はる更

品
川
内
げ
は
も 門 19 くこ〉

O 

第9図 2窟.3層出土遺物 (2/3)
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28 

く二二〉 30 

o 5cm 
ト一一「一一寸一一寸ーーァー-l

29 

第11密 3層出土遺物(1 /2) 

質砂岩の掲額Ijから調整加工を施しているが上下部を欠損する。石剣か石鎌の未製品と見られる o 30は

理費砂告の両側縁から研ぎだしを行しミ中央に殺を持った石剣である O 上下部分を欠損する。

(3) 遺構・遺物(第10図)

今屈の調査尽から溝2条，土壌24f圏ヲ柱穴9411Qlを検出した。

①溝(第12国)

薄は， 2条検出した。 溝は 2条とも南西から北東方向に延びていた。

1号溝は最大幅約 1m，深さは最も深いところでiち50cm，最も浅いところで約20c訟を測り，長さを

約10mを薙認した。書士は 1患が灰赤色j二 2層がi炎灰赤邑土で¥弥生前期末から中期前半の土器を

主体に弥生土器約450点，石器約30点が出土した。平成10年度持定調査BtK5号溝・平成10年度轄鉾

JII流域総合整舗計額に伴う緊急、発掘調査(以下平成12年度農道調査と記す) 1号溝につながるもので

ある O

2号溝は最大幅約 1m20cm，最も深いところで、約30cm，最も浅いところで、約20cmを溺り，長さ約11

m30cmを確認した。弥生前期末から中期前半の土器を主体に弥生土器約630点，石器約50点が出土し

た。乎成10年度特定諦査B[三6号溝・本年度環譲等状況謂査(t:J、下平成12年震特定調査と記す) B tK 

2号講・平成10年度農道調査2号講につながるものである。 2条の議iまともに区霞のため又は生活・

農業用の用排水路と考えられる O

15 
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出土遺物(第13図，第14図)1号溝

口縁端部に 3郷関隔で、刻lは郎意形口禄をなす菱形土器である。棋と部に 2本の詑線をめぐらし，

日を付けている O タト面"の樹毛日は，器面のナデ諮で…部残る程震である O 内面は，頭部から口縁部;こ

斜行する説毛Eの整形を全理に施す。色調は外語が黄茶色で内面詰暗茶褐色を呈している。飴土に石

2は如意形口縁の童形土器で，外i奮の産下をヘラ:1犬工具で平坦にナデ整形し，英粒，金雲母が入る。

以下を譲位と斜{立の樹毛日で整形した痕が残る。に浅い沈線を一本引き，頚部辻縦f立の部毛呂と

内部は頭部から口縁部に制毛昆を斜{立と撞{立に付けている O 飴土に 3~411磁の長石粒が弓立つ。器面

の急識は外面が灰色色で内屈は淡麓色を呈している o 3は如意彰LJ縁の口容部に沈線 i本をめぐらし，

端部にi幅約 3繊の亥日目を入れて口縁部を→屈している。また，頭部と肩部の境には浅い沈線を 1本め

ぐらしている。器面の整形は，経{立のJ¥liij毛呂のあとに斜位の部毛呂で整形している C 内面は風化のた

めに…官Eに口縁部辺の鱗毛日を観察できる程震である c じま如意%IJ禄の斐形土器である。外一面端部

以下は斜{立の崩毛日で成形し，内面の続部に幅 3mmの刻日を浅く入れ胴上部に沈援を 2本めぐらし，

に指押さえの痕を残す。また頭部から口縁部の一部に斜f立の制毛吾を観察できる。器酉の色調は外面

3 
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1号溝出土遺物(1 /4) 
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がくすんだ黄急で，内面;土決赤褐色を呈している。 5は大形の斐の底部で平坦なf支部をない中央部

がやや出む。接地面の控が15.3cmを部る。色調は外面が淡い桃色をなし，内面は灰叢色を呈している。

飴土は組く 3悶程の長石が目立つ。 61土竜形-土器で頚吉ISがなめらかに外反しでは縁部へ移行し，仁i縁

端部は丸みを持って納める。器面全体が嵐イとし整形痕は不明で、ある。器語?の色議はタト麗が赤褐色で内

面は培灰茶褐きである。 給土に長石，金雲母，黒雲母が提入L粗い器密を露出 Lている。 7は査形土

器で，J，ま部中央が出み，立ちとがり辻京都から内i脅して椀部下f1f立に最大径 (19cm)があり，頚部で外

反する。[]縁部の内面に粘土帯を 2cm幅で、員討す

補諺孔を頭部の 2ケ所に内面から外語に向かつて開けている。また，

補修子しは対持して同様に 2ケ所に設けている c 器面の色調は，外面

が渓赤褐色をなし，内面は暗黄E立を皇じている。外面は全体に風イと

するが，一部にみがき整形の痕跡が残った援無文土器である。 8(土

粘板岩を素材として作られた石撃でヲ片刃の刃部としている。加工

時の剥離痕を研ぎによって苦らかにし，雨露1m長と裏面を平坦に窃ぎ

あげて基吉pは欠失している。 9，立製作途中の石撃である。正義面と

右1!lfj辺に硯ぎ痕があるが，形成過程で刃部以下を欠損したため

したものと忠われる。石材は 8と同様に粘板岩を使用。

2号溝出土遺物(第15図，第16出)

lは口縁部の外反が大きい套形土器である O 器形は如意形仁i縁を

O 

!可

司

5cm 
ゴ

s 

9 

第14国 1号溝出土遺物(1 /2) 
なし端部に明瞭な~Ij日を付し，頚部にー条の突管をめぐらしている。

器面の整形Lt.崩毛日を突帝政、下に行って内窟は頚部から [J縁部にかけて約4cm幅の稲毛呂整形を残

し，色調は外語が黄灰色で内面が明黄色を呈している。 21立主n意Jf~口縁をな ， 口縁;器部

に友Jj自はなくナデ整形で終えている。外部頚部に深めの沈線が 1本入り内面は頭部に斜位の部毛包と

口縁部付近を横i立の剥毛呂とで整形している。器酉のB謂は外語が暗茶色で内面は淡灰茶色を呈して

いるc3は如意形口縁の翠形土器で、ある。頭部に 2本の沈譲がめぐり，口答者[)はナデ整形とし，刻百

{立付けていない。器語の色調は外i訂が淡黄自色となり，内面{土決赤黄色を主している。内面にわず、か

に関毛呂が付き，外語は風化が進み明瞭でないo 4は汀縁部を王子工互に作る壷形土器で、あるc 器面の口

唇部下に長さ約 9mm， ITIiI3 mmの刻Eを付している。内面は，口縁端の厚みをi幅7mmとして直に面取り

い頚部に付けている。器麗の色調は，内外面ともに黒色を呈する G 5は壷形土器の腕部片で説i立に

8 本と横位に 1 本の沈殺をíJ l いている O 器面の色調は，外部が?J~黄色で内面が淡黄赤色を呈している C

6は断面三角形の口縁部をなす斐形土器である。口縁端部;こ幅2お訟の浅いおJ8を付し，口縁部は王子提

としている O 器面のB議;土内外面ともに淡黄白色を呈している。 7は口縁部を'jL鼠にした菱形土器で、

ある。口縁端部を 4mm揺のナデ整形としている。外出の稲毛日は.縦位に行い内醤はナデ整775として

いる。器密の色調は，内外語ともに培茶揚色を呈する o 8'土霊形土器で口縁誌は一九みを持った平おな

口縁としている。口縁査では，指整形をそのまま残し器留は，漬しを行うのみで，脱毛日整彰を1Tつ

-18 
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ていない。器面の色調は内外出ともに赤黄、色を呈する。日縁部の外径は23cmを灘る。 9は斐形土器で，

頚部から車線的に伸びて口縁部へ移行し， rごl縁は土向きとして，端部に丸みを持たせている O 色調は，

内外商ともに l~赤白色を呈している。 10は童形土器のま部である。底部はと底とし，内径で4.5cm ，

タト窪で7.3cmを諮る O 器酉に樹毛自の整形痕が残る c 色調は，外面が決軽自色で内面は灰色を呈する 0

11は，石撃で小形柱状片刃石斧の完形品。刃部と両側面，基部端，裏面ともに研ぎ上げ，正面の基部

については高低差をなくすため，読むーの部分を一部研ぎかけている。翫面はカマボコ状をなし石材

は粘板岩を{吏躍する。 12は，悪質砂岩手を素材として制作した扶入片刃石斧の基部の部分で，正[邸主鼓

打痕を残す。両側面と裏面は研ぎだしを行っている。 13(土砂岩製の砥石の上下を叩き石に転用してい

る。研ぎ出しの[11]酉を 2ヶ所有する o 14は砥石の萌ぎだし面を 6ヶ訴有する o 15は誌石の研ぎだし頭

が3ヶ所残ると 16は砥石の訴ぎだし面を11ヶ所確認し，1ヶ箭は表面が破損しているため数えていないo

17は由石で，正面のl:trlみ部分の径は2.5cm程度と浅く白んでいる O 裏面は平坦でr{J央lこ高長打痕がわず

かに残る c 18は正面に使現によるi当凸の痕跡を残L，裏面は 1/3程疫を欠損する。 19は硬質の砂岩

の中央部に出を持つ。本来は~!jな用途が考えられ右鵠語に浅い扶りが付く。

/一一¥¥
\\__~17 

(/一一¥
に~一一 / 

第問題 2号溝出土遺物(1 /3) 
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'縛/ 会1998
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②土壊及び柱穴(第17毘~第22国)

今自の調査地尽においては， を24，柱穴を94検出 Lた。ここでは，実溺留を掲載したものを中

心に‘その{車特般的なものについて報告する。

1号土襲は長径約 4m60cm，短径約 3m50cmで、覆土は諾灰色土で、ある c 土器約380点，石器42点が

出土したc 1号薄・ 9号土壌が埋没したあとに揺られヲこの土騒が理まったあと21号土墳が掘られて

いる O 平成10年度特定調査B区西壁際でこの土墳につながる部分を検出している。 2号土墳は調査毘

北壁際で西部部分を検出した。長径 1m40cm，奈さ約20cmo 覆土は灰黒色土で，土器12点，石器 1点

が出土した。この土域内から幅約30cm，深さ約40cmの柱穴も検出された。 3号土墳は調査区北西i誌で

検出した。確認されている範盟で最大窪 1m70cm，菜さ 6cmを測る。覆土は淡灰赤色粘寅土で，

19点が出土した。 4号土壌は長径約 1m30cm，短径 1m20cm，深さ約20cmをiftliるO 覆土は黒灰色土で，

土器81点，石器 7点が出土した。土壌東簡を暗渠によって切られている。また西側は 5号土壌を切っ

ている。 5号土壌は 4号土町壊に窃られているため詳細は不明。確認できる範囲で長窪約 2m30cm，深

さ約20cmをiP，1jる。覆-上は淡灰色土で，土器39点，石器2点が出土した。 6号土壊は長径約 1m40cm短

径約 1m20cm， ?奈さ約30cmを測る。覆土は黒灰色土で，才一:~M6点が出土した。士ふ壇中央を暗渠が切っ

ている。 7号1:壊は調査区間壁際で、東側部分を検出した。確認できる範屈で長筏は約 1m50cm，深さ

約15cmを測る G 覆土は黄灰色で，土器5]点が出土した。 8号土壊は 7号土壌と23号土壊に切られて

いるため詳掘は不明。確認できる範囲で最大径 1m60部，深さ 8cmを測る。 はj農黒灰色土で，士‘

器16点が出土した。 9号二1:壊は長径約 2m30cm，短筏約80cm，菜さ約50cmを測る。覆土は黒灰邑土で，

土器214点，石器36点が出土した。 10号土壊は長径約 1m70cm，短怪約90cm，深さ約35cmを測る。覆

土は黒明灰色土で士上

深さ約2却Oc的mを、制る。覆一士i上i:Jはま穿黒t明灰色土で，土器31点，石器2点が出土した。 12号土壌は長径約 3m，

短径約90cm，深さ約30仰をiP，IJる。 は青灰色土で，土器437点，石器6点がtH土した。 13号土壌は

長窪約 2m80cm，短窪約 1m20cm，深さ約17cmを諮る。 ;ま j農黒灰色土でタ土器426，~，石器 4

が出土した。 14号土績は13号土壊に切られているため詳揺は不明。確認できる範国で最大在約 1mlO

cm，深さ約20cmを割る c 覆土は青灰黒邑土で，土器2点が出土した。 15号土墳は長密約 1辺，短密約

80cm，深さ約lOcmをiP，UるG 覆土は炭化物混灰色土で，土器27点，石器3点が出土した。 16号土墳は長

r径約 1m20cm，短径約80cm，深さ約 7cmを耕る。覆土は議黒色土で， 土器287点，石器11点が出土し

17号土壊以長密約 1m，短密約70cmで、;菜さ約 4c訟を i~1jる。覆土は赤灰色土で，土器 3}立が出土し

た。 18号土境は調査区高際で北鱒半分を検出し本年境特定調査A で南半分を検出した。最大径約 l

m，深さ約20cmをi諮る。

覆土は沃赤色土で、ある O 中央を

で ，器154点，石器 1点が出土した。 20号土壌は幅約80cm，

によって大部分が切られているため詳細は不明である。 21号了l'境

は長径約 1m30cm，短密約70cm，奈さ約 8cmを測る。護士辻灰色粘質土で，土器23点，石器1点がtB

した。 22号土境は長筏約 7m，短復約 3m，深さ約30cmを測り，本調査区では完結していないもの

の，東1f!Uに隣接する平成10年震持定調査B区において検出された土壌につごとがるものである。

-21-



壌土号
ぺ
弓
J
V5Bm 2号土壌

5.7 m 

柱穴 1UJ 

5号土墳

5.7符1

E 

rJ一〆
Q 

ヰ号土墳

4号土壌土層

淡灰色土
黄灰色土
日月黄色土

i
2
3
 

E」
h

門
出

5号土壊土層

結灰色土
灰糞色土
藁灰色土〈しまりがない〉
明糞灰色土
灰色土
踏灰窯色土(上積に炭化物堆積)
明葉色土

tg(
う

ι
t
d
4・
E
J
ハ
D

7

f

p、

'" 

~I や4

仁 1m
一一一一一一丁一一一一一一一一一一寸

5号土壌

2号.3号.4号.5号・ 5号ゴニ護実jWl霞・土霊園(1 /30) 

-22-

第17詔



7号土嬢

/多

11号土壌

E
申

出

8号土壌

10号土猿

1 灰白色二七
2 蕗茨白色土
3 淡黄夜色土
4 累灰色二七(炭化物含む〉

(炭化物含む〉
やや賞百

る)

自
比

混
物

物
化

化
炭

炭

土

土

色

土

賓

土

褐

土

質

粘

土

土

震

土

土

色

土

土

ブ

色

結

色

色

色

土
色
色
黄
色
色
一
一
褐
色
灰
褐
糞

境

糞

糞

灰

灰

褐

り

葵

灰

褐

葉

い

土

淡

灰

結

黄

葉

才

璃

褐

結

構

銃

口一勺日

1
2
3
4
5
5
7
3
2
ぬ
れE

由

由

11号土壌土層

1 灰黄色土
2 黄色土(若子灰色濃川
3 灰黄色土(やや赤立まあり)

o 1m 
ト一 一一一一一一一ー一一一一一寸

第話題 7号令 8号.9号・ 10号。 11号土壌実麹菌ー土j曹関(1 130) 

~23~ 

9号土壌土層

2号土壌



/ 

込立て委

託-
O 

守奇
G 

併

引
1
f
j
心

13号土壌

与三乏弓J

暗黒灰色土
暗黄灰色土
黒色土(炭化物混)
黒灰色土
灰白色土
結灰白色土
黄灰色二七(オレンジ色の斑点i湿り)

13号土壌土層

1
2
3
4
5
5
7
 

12号土壌

15号土壌

o 1 m 
ト一一一一一一 一一γ一一一一一一一ーイ

王

国

出

fvtrv 

14号土壊

弐~

12号・ 13号・ 14号・ 15号土壌実現せ国・土屠密(1 /30) 

-24-

第問題



IIIJN ゐ1N

印

窃

コ

d
コ
d 

17号土壌

16号土壌

g戸;コ竺マJZ

21号土壌
G とミ

18号土壌
5.6 rTヲ

-
p
f
nノ
ι
ペベ一
v
n
uマ

陪灰黒色土
糞灰色土
暗素灰色土
明黄色土

子斗ーーと!子

23号土壌土層

赤色土(焼土)
黒色土(炭化物含)
灰黒色土
明黄色土
灰黒色土

21号土壌土層

1
2
3
4
5
 

IIIJN 

.. 

16号・ 17号・ 18号・ 21号・ 23号土壌実測留(1 /30) 

-25-

第20盟



<J) 

第21麗 22号土壌実灘罷毛主憲章言行 /40)
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1層が茶掲色粘震 f二，2震が暗灰黄色砂賞土で，土器約1360点が出土した。また石製品や石製品の素材・

未製品，チップc等が90点出土した。今回調査E内の 1号・ 9号士壊の平成10年度持定調査B区の 2号・

6号土壌(調査i亙北よれからもi雨量ものが多数出している。また，2層.3層包含の遺物を見ても，

調査区北程ljから出土した石製品の素材・未製品の数が多いc このことから台地北西低地部のこの地域

に石製品工房が存在した可能性がさらに高まった。 23号土績は東端を暗渠で、切られている。長径約 2

m60cm，短窪約 1mで、f菜さ約40cmを誤Ijる。覆土は濃黒沃色土で，土器約800点，石器約20点が出土し

た。 24号土壌は長在約 2m，短径約 1m， i奈さ約40cl11を灘る c 土器約150点，石器7点が出土したc

柱穴61は窪約80cI11で、ほほ円形をしている。 深さは約30cmを謂IJる。覆土辻灰赤色土で.土器3点が出土

した。柱穴71は長窪約 1m，短径約70cm，深さ約20cm を i~1jる O 覆土はj黒明灰赤土で、炭化物を多く含み，

土器30点が出土した。柱穴81は径約65cmで円形で、ある。 深さは約20cm，覆土品灰色土で，土器9点，

石器2点が出土したっ柱穴90は円形で，窪約20cm，菜さ約18c訟をi&iJる。覆土は淡灰色二L:で，石器3点

が出土したc

柱穴51は，長径約30cm，短律的25cm，深さ約40Cl廷で石襲礎盤が出土した。石製礎控は本調査区東1&lj

に隣接する平成10年度特定調査B[豆から 3基.西関部分を調査した平成10年度幡鉾JII流域総合整備計

酒に伴う緊急発掘調査で 6基，平成立年夜環i豪等状況講査で 1基確認されている O 現在まで11高所が

確認され，原の辻遺跡の低地部における建築物の構造を解明するうえで重要な遺構である。

1号土壇串土遺物(第23国，第24国)

1 (ま口縁部を平坦となし，やや1:'.[61きの口縁部とした菱形土器で、ある。器商の調整は風化して明瞭

でなく色調は外揺が脱色で、内面は赤色を呈している。 2は口縁を平担とし lより長めとなる菱形土器

である。内面の行縁端部がやや持び，器国の色調は，内外語ともに茶謁色を呈する o 3 I土口縁を平坦

となした翠形土器で、ある。 内面の頚部と口縁部の境に設い問みが一巡し 器面は内外語ともに器壁が

風化し整形痕が不明瞭c 4は完75の護形二tfi:fである。器揺に縦{立の霜IJ毛日をE支部から月向上部まで施L，

器形は底部は上}まとなし，腕部上位に張りを持ち短く平坦な口縁部が付く。色言語は外語が茶赤色で内

面が黒灰色を呈している。 5は費形土器の底部片でやや上jまぎみの作りをしている。器面に稲毛目撃

*3疫を有する o 6 I土器台。口縁部と器部ではわずかに裾部が広くなる。関毛呂整形を外揺は全面に行

い，内面は口縁部に横f立の諾IJ毛自がi福L5cmで、めぐる。色調は内外語ともに赤黄邑を呈する。 7は童

形土器。損部の中位に 1条の突i号ぎを持ち，目、下はやや宣掠的に底部へ{ftび上底ぎみの互支部をなす。

部i土締まり外反ぎみに口縁部へ移行し， [1縁部は平坦で内面端部が伸びぎみでグト語端部はやや厚みを

持つ土台整のとれた童形土器である。器i面、の調整は風fヒにより不明鐙である。 8(土石襲の製作工程にお

ける，初期段階の資料として上げているつ雨銭面を鼓打L，母岩の粘板岩をカットした状況にある 0

9の抵石は 6面を研ぎだしに使用し，中砥石程度のきめの縮かさである o 1O(土中央部の{吏患による研

ぎだしによって，なだらかな鞍音1)を形成している。裏面もやや問みがみられ，使用の際に安定感を得

るために裏面の謂整を行ったと考えられる抵石である o 11は打製の石畿である。先端が丸みを持ち，
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雨脚が不均等に作出さ

れているが剥離調整は，

部から欝音[Sにかけて

持圧剥離を丁寧に行い，

石材は黒曜石を用いて

いる。 12は乎基式の磨

製石畿で、ある C 粘板岩

を石材の素材とし，剥

離屈の~Ôを研ぎだし

地捗 11

12 P!: 

U 5cm モゴ6
13 

ζニ
によって泊し去ってい O 

る。 13は石撃製作行程

の第 2段踏の資特で断

面が長方形を呈するが， 第24臨 1号土覆出土遺物 (2/3)

び苛ぎ出しまでには至っていない。

一一{戸
w 

3号土噴出土遺物(第25図)

1は斐形土器の[]縁部である。口縁端部が控寧し，外部がやや垂

れぎみとなる。頚部に 1条の突帯を付け，整形痕は土器の嵐北のた

め不明瞭で色調は内外国ともに淡赤黄色を手品する。 2は斐形土器の

口縁部である c 日縁端部を描み上げて内品、ぎみとし，頚部から関部

に縦{立の崩毛呂整形を行い内需はナデ整形としている O 器面の色調

は，内外面ともに淡黄白色を呈している c

4号土壌出土遺物(第26図)

lt玄室形土器の口接部で

γい
い
れ
い
け
れ
い
い

o 10cm 
ト「門「寸一一一十一一一一一一→

第25U霊 3号土護出土遺物(1/4) 

←三三ドー~=~ある O 平坦な口縁に外観端 η
1
1け
吋
!
?
メ

4
J
y
h円

i
J

守
バ
九
?
l
i
t
i
-
-

£ト
1
i
~

部がえく を持ち，器函

は嵐化して整形痕が不明瞭

である。 21土嚢形土器のu

禄部で，平垣な口縁の仁i二I央

部がやや[日lみタト鱒端部

---p 

一一「
5 

みを持っている。 3は翠形 o 5cm 
トーーァ一一十一「一-----，'-→

土器の仁i縁部で、ある。王子担

な口隷の中央部がやや~み?

タl-illU~詰きi;;立尖りぎみとなり

4 

o 20cm 
ト寸ーで一一→「一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一→

第26盟 4号土壌出土遺物 (1~ 4'ま1/4• 5は1/2) 土器の器一面は風化し整形痕
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は不明である.0 4は翠芳三土器の底部で、ある。 に 1cmで、浅しミji孝をめぐらしている。 5は

る。刃部と裏面の研ぎだしは行っているが，間f~lj詔の母iA ぎ出しは仔な

5号土讃蕗土遺鵠(第27毘)

を欠損するの

1 (土石撃である。 正裏面ともに剥離整形疫のとから恕fぎだしを行い，正面，

した扇平片刃石斧をff.aし石替は粘板岩を用いている c

を滑らかに

7号土壌出土遺物(第28[文1)

1 は薄く平坦な口縁起を持つ斐Jf~土器であるご口禄Lt ， I当面端部が突きだしT字形の口殺を形作るつ

器面はj長11とのため整形疫が不明で内頭はナデ整形を行っている o 2は翠形土器の底部である c 厚まで

若干上京ぎみの苦言語‘で.風化が進行しわずかに崩毛呂が綻位の方向に付いているのが認められる。色

謂i土内外部ともに暗赤黄色を呈している。

第27霞 5号土壌員土遺物(1 /2) 第28~ 7号土護出土遺物(1/ヰ)

g号土壇出土遺鵠(第29国)

1 Lt平工誌な口縁部を持つ童形二i二器で、あるコ三塁誌に突有が一一部発り.器面;ま嵐fヒが著しい。 2~ま薄く

平土日なi二i縁部を持つ翠10土器で、ある。[]縁端部の内競が突き出る識形仁i誠をなし 9 外観端部は垂すしぎ

みとなる c 踊上部に密百三角形の突J告がめぐりア口唇部に 3点の誕百が認められる。 3(土平患の牽71三

土器i宣言sで、あるc ;まナ しラ内部は風化のため整形痕が不明で色調は内外部ともに談黄灰色

を呈する G

二ご7 主'4+-て二二二二二

o 20cm 
ト寸ーナー「一一一 一+一一一 一一一一→

主二三¥f

2 

¥/ン
¥}ーとシ

第29~望 8号土壌詣土遺物(1 !ヰ)

言号土護 出こと遺物(第30[叉]1

1は如意%n禄の翠形土器であるつ フえく納め外[笥のナデ整形後[こ掛毛Eを斜{立に施す。

内面、は，頚音[5に尉毛百を付け しう\~会土で、長石粒が多量に準じるっ器i認の色調は，内外面とも

を} る。 2 るつ りぎみとなりタトf語にわずかに

5がくコ輯い胎土で長石を多く含み器面白の色調は茶灰白色を呈する o 3 

口縁i土平坦となし。内面 5 憾の厚さで藍下に頭部と接合し，外言語端到~，ま若干出みを持って一巡する。

31~ 



樹毛呂はおおむね縦[立の方向に付け，器麗の急調はタト面が灰茶色で内面lま培赤葉色を呈する。 4iま恵

みのある平坦な口縁をなす童形土器で、ある。短い口縁の中央がやや自み器頭の色調は内外語ともに明

樟色を呈し，整%痕は風化のため不明である。 5は黒曜石裂の高部磨襲石録であるc 正面の左瀞だけ

を延ばし，右脚は扶りの延長で留め正面の中央部のみに研磨をかけている。 61土扶入片刃石斧の基部

の残存品で左1HI]縁は鼓打技法による作出を行う。正面は，剥離調整の後に研ぎだしを行っている O 扶

入部は，離打部分を中央に残L，震j閣を時ぎだしている。

-7  
Pれはい

o 200m 
ト十γ←「十「一一一一一一一十一一一一一一←一一一一一一斗

P
H
U一

4
 

A
m
Vれ
り
い
け
も

只
V

o 5cm 
トーーγ一一下一一「一一「ーベ

6 

第30臨 9号土壌出土遺物 (1~ 4は1/40 5，6'ま1/2) 

10号土境出土遺物(第31国)

11ま護形土器の平誤な口縁の内側に若干の搾

びがあり，外舗の端部は摩みを持つ。器面の色

調は外蔀が藍色で内面は茶系の者色を呈し，内

面はナデ讃し整形を行い外面は感化のため整形

痕が不明で、ある。 2は口縁端部がやや厚く平坦

な面に凹みをなす菱形土器である。外面は刷毛

E整形，内面はナデ整形を行い器苗の色調は内

外面ともに淡赤色を呈している o 3は丹塗の聾

形土器。口諒は平坦で外鱒端部が厚く垂下ぎみ

となり，腕上部にM字突帝が 1条貼り{すけられ

ている o 4 (ま 2と同一宮体の翠形土器と思われ

るがま妾合爵が確認できない資料である。 5!ま，

平坦な口縁の外鰭端部が垂下した護形土器であ

一

Y
2 

3 

5 

4 

ぐ¥[ン: :dcm 

る。口縁の内劉端部は薄く伸び，縞上部に控ff面三 第31毘 10号土壌出土遺物(1 /4) 

角形の突帯を l条付けている。器習の整形はナデ整形を行っている。 6は丹塗の鉢形土器で、器形は底

部から内湾して立ち上がり，口縁部へ移行し，口禄端部は丸みを持っている。器語全体が朱色を呈する O

-32-



11号土壌出土遺物(第32毘)

lは平坦な口縁部をなす翠形土器である O 口

縁端部が肥厚し，器産百の色調は内外面ともに淡

灰色を呈している o 2'ま平坦な口縁部をなす菱

形土器で内観に臼縁端部が持ぴ，外f期口隷部;土

肥厚してやや垂下ぎみとしている c 外面にはわ

ずかに崩毛目撃形痕が残 1)，柄上部は断富三角

形の突帯を 1条付けて内面は指押さえとナデ整

形疫が認められる。器面の邑課はタト屈が茶灰色

で内面は灰黄色を呈する c

12号土噴出土遺物(第33図)

l は短く平盟な臼縁とする翠形土器で口縁部中央に摩みがあり，内側に向かつて口縁端部がやや伸

び¥制上部に掛面三角形の突帯が l条付めぐる O 踊部に縦位の翻毛呂整形痕が残る o 2は平坦な口縁

γい
い

" 
O 
与ζ 手話三二五 ヰゴコm

2 

第32密 11号土壌出土遺物(1 /4) 

をなす護形土器である O 外関の口縁端部にやや厚みを持ち，瞬上部に突帯が l条めぐり器函の色調Li，

外面が黄灰色で内面辻培黄灰色を呈している o 3は，薄く王子垣な口縁の斐形土器である O 口採がやや

内1R~ に伸び外観は垂下ぎみとし，胴上部に形骸化した突帝が l 条付く O 属。毛目は外面に縦{立に施して

下二γ
5 

L干 F
2iocm 

3 

8 

仁]Jcm一一一一
4 

第33図 12号土襲出土遺物 (1"'5は1/4・6は1/3) 
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いる o 4は3より更に薄い平坦な 口縁が内踏に伸び，タト劉 るc 部骸fとした

突苦を 1条めぐらし，器函の整形はタトi吾を綿毛耳とし内面はナテ宗主計三を行っている。 5は袋;1犬口縁の

ら外反ぎみに口縁部へ持び宅口縁部でi持湾し[]諒謀部へ移行し端部は，丸みを持つ〉外語

にヘラナデの長替が残り，ロ縁部内外出に朱を塗 lJ頭部;えヘラ状整7ち疫が残る c れま，誌打とス 1)

の用途に用いられた叩き石で当初はスリ

中央と側面全髭;こ付いている 0

13号土壌車土遺物(第34菌)

用いられているがスリの部分は内内の外に残り，日Ilきが

1は平坦なLJ禄部をな

条めぐり外立互のRi電器にわずか~

る。口禄部は逆L字形とし，続上部に断面三角Jf:三の突;苦が 1

自 る。 I当面はナ を施し色調は外[長iが靖灰実色でi大j岳、は

由業主を呈している。 2は薄く平耗な[]縁部をなす蓋形土器で口縁の内側が持び，外観端部は垂下ぎ

みに丸くま1*Jめ，断題三角形の突帯を腕j二部に 1条めぐらしている。外語はナデ整形後に脱毛自調整を

し，内面ーはナデ整形としている。器屈の色調はヲ外部が培灰黄急で内[語が培詮色を去する。 3は?

く平岩な口;諒部をなす菱形土器で、ある。 f]緑、の内{泌が搾び\iてi縁のタト鵠の端部はやや垂 I~' し丸く約め

断面三角形の突帯を親仁部に巡らしている。器国の色調l土内外面ともに暗黄色を去し，縦{立の部毛呂

を外屈に施し，内部法ナデ整形と LPている o 4は薄く平坦なiコ鞍部をなす雲形土器で、i二1縁内1fiIJがやや

P
Y
H
H
J
 

7 

2 

6 

5 

4 

ヨ

G 10cm 
二孟長三

第話題 13号土壇出土遺物什 ~8'ま 1/4 . 9は1/3) 

一一 34



伸び，外関端部;ま垂下ぎみとなり璃上部に断前三角形の突帯をめぐらし，タトー面をきめの細かい脱毛日

で整形し内面はナデ整形として錦部の張りがやや強くなる。器部の色調は，外面が培黄色で内面が黒

灰色を呈する。 5は薄く乎盟な口縁の雲形土器である c 仁j縁部{主再1l1Uにやや持び¥外語端部を垂下さ

せ腕と部に断蔀三角形の突J苦をめぐらし外面は腿毛呂とし，内面詰ナデ整形を行っている O 器面の色

謡は外面が詰笹色で内i両;丸暗灰告を呈する。 6は平底ぎみのやや上底のま部とする菱形土器である。

外部の底部から立ち色がり 2cmはナデ整形を行い，上部は縦位の掛毛日整彰としている G 7は長く

:IHなo縁部の斐形土器で、あるc 丹が全面に塗られていたと見られるが部分的に残るのみとなっている

口議部の器形は，内鱒端部カ可申ぴ外i[i~の口唇部に浅い出みがめぐり断面三角形の突苦を堀上部に付け

ている。器冨の色調は丹が表j蓄し，時黄}天急を呈する。 8は長く平坦なD縁部をなす高掠形土器で、あ

る。口縁の内側端部が伸び、外関誌垂下し，年部;ま半球彰としている O 外富iま丹ーが剥落して詰黄色を呈

するつ!大j冨は丹がそのまま建る。 9

吊痕も認められる。

14号土覆出土遺物(第35罰)

lは}亨みのある平坦な口縁の斐形土器である。口縁端部に 3mm~話の誕百をめぐらし外面の{本部に縦

をODき石として使用している c 正面にス 1)石としての寵

の出毛日が残り内面はナデ整形としている O 器rnJの色調は，外語が時実灰色で内露;ま黒灰色をなす。

15号土壌出土遺物(第諸国)

1 ~土手;垣な口縁部の牽形土器で口縁部は比較的薄く，長めである O 口縁外側の端部は丸く約めた逆

L 学日縁としている C 器面の色調は，外語が黄掲邑で内面は~JL色を呈する。 2 は乎主主をなす斐形土器

の底部で若干上底ぎみの底部とし，立ち上がりから刷毛呂整形を行っている C 器語jの色調は外語が黄

土色で内面は黒灰色を呈する C

一一二ニょ=変二週二二豆こEコE二 一一~一 ¥ 

川 1
lOcm 

トー，---，-一一十一ーァーベ

三三三一==¥(
一Jo 200m 

トナ十十~ 守 一斗 2 

第35国 14号土漬け /4) 第話題 15号土壌出土遺物(1/ 4) 

16号土覆出土遺物(第37凶)

1は坦な仁j縁をなす霊)f;;土器である。ロ縁外鱒の端部が記厚し，垂下ぎみとし器密の整形痕は嵐

化のため不明。腕 f二部に新語三角形の突帯を討し，器麗の色調は内外ITuともに明黄掲急をするコ 2

{ま平置な口縁をなす妻形土器で口縁端部の内側がやや伸びて外部端部は寧みを持ってやや垂れぎみで

ある。鵬上誌に断面三角形の突帯をf出土器蔀の邑識は内外出ともに赤黄色を呈する" 3 I土語王子な石

撃の製作行程段階で，土器jと南鵠冨及び正裏面に訴ぎを材に粘板岩をf吏摺している。

18号土嚢出土遺物(第38留)

11立内湾したIJ縁部に端部をつまみ出した口縁とする童形土器。踊部に摺い掛毛自が残 1}，内記の

整形長はr現化のため不明で器屈の色調辻内外語とも赤黄色を呈する。 2は平患の菱土器である。中

一一35



央部が若干上げ底ぎみとなり，期毛日がE支部から続部へ縦{立に付く。器屈の色調は外国が培赤色で内

面が談黄色を呈している。

三 三一 f
2 

3 

仁三二二三〉
o l~m 

Lーザー~ー十一←一一一一一一一一一」

第37璽 16号土壌出土遺物(1. 2は1/4・3は1/3) 

21号土壇出土遺物(第391翠)

O 

Eニエニエニニミ

、

20cm 
十一一一一一一一一一一一一一一ーイ

第38J.:Al 18号土壌出土遺物(1 /4) 

lは短く平垣な口縁部の斐形土器としている O 逆L字口縁部を形成し，外面は風fとして器商謂整が

不明で内関はナデ整形を行っている。色調は，外面が赤褐色で内面は暗茶褐色を呈している。 2は短

く平担な口接部の護形土器である。逆L字口議部を形成し，仁]縁はペコペコ上向きに伸び，端部は丸くお

7 
一一七-士一

一一

， ， 
f ? 

ノ
ノ、 r

、 t ゐ，

布 、一、/

20cm¥ 川/1
ト 6

第諸国 21号土壌出土遺物(1 /4) 
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さめタト冨は風化のため器面調整が不明で内屈はナデ成形としている c 色識は外国が淡黄掲色で内面は

培黄黒色を呈する o 1と似かよるがiコ縁部に!享みがあり，やや長いc 3 fま平坦な口隷部の斐形土器で

逆L字口持部をなし，下方;二件び、口縁外側の嬬部は丸く納める。外面は風化し，器揺謡整不明で内面白

はナデ整形とし，色一調は日吾黄褐色を呈する o 4は平坦な口縁部の斐形土器である。口議部途中が回み

外関の端部に厚みを持ち，踊上部に断面三角形の突帯を付けている C 器窟は内外面ともに感化し，整

形痕不明で色調は内外面とも淡童福色を呈する。 5は鉢形の土器で、ある O 器芳三はLJ辱誌を平坦にナデ

し調部は内湾して口縁部へやや直立ぎみに内{匿し，仁]縁端部に摩みを増す。色調は外面が赤黄色

で内底面は黄娼色としその周囲は黒急を呈する。れま護形土器の車部で、車底部ぎみの上iまとしている。

内外語辻感化し，整形痕が明療でない。色調は外面が赤黄色，内底面は黄褐色， J奇問は黒色を呈する。

22号土襲出土遺物(第羽田，第41関)

1は厚みのある平坦な口縁の翠形土器である O ロ縁部がよ方へ移行 L，外簡の端部を丸く約める O 縦

伎の崩毛呂を付けるが，器麗の風化のため明瞭でlまなしミ。内面はナデ整形とし色調は外語が培黄色で

内面は黄灰色を皇ーする。 2は，平土!日な口縁部の整形土器でTJ縁は短く厚みがあり上方へ移行し，外信lj

の端部は丸く納める。器屈の整形痕は外面は風化し，明瞭でなく内面は黒色を呈Lている。 3は平坦

な口縁をなす菱形土器で口縁部は，短く比較的薄でに作り外関端部を丸く納める。樹毛呂整形を縦{立

に行い頚部は，横ん位のナデ整形とし内面は指押さえによる疫が付く。器面の生識は外面が茶福色で内

面は暁灰黄色を呈している o 4 は平提な口縁部を持つ翠Jf~土器である。口縁部は短くやや内i~IJ に伸び\

外側の端部は丸く納める。器菌の外面は風化じて整形痕は不明で内面はナデ整形とし，色調は器麗の

外出が赤褐邑で内題は明黄色を呈する。 5は平土日な口縁部を持つ童形土器である C 口縁は短く 1f1央部

で問み外側の端部に々や淳みを増し.内舗の口縁端部がやや伸び出すO 器部の色調は，内外部ともに

結黄褐色を呈する。 6は平坦な口縁部を持つ棄形土器で口縁部は内側へやや伸びだし，外側はやや下

がりぎみに端部を丸く約める。器揺は内外面ともに風化し，整形状況は不明で内面の指押さえがわず

かに認められ器面の色調は外面が赤謁色で内面は決赤褐急を呈する。れま平坦な口縁をなす護形土器

である O 口縁部は短くやや外側が下方に移行し端部は丸く納め，内側はやや伸び出す。内外語ともに

風化し，整形痕は不明で器i百の色調は外!揺が赤褐邑をなし内}需拡碕赤黄色を呈している。 8は平坦な

iユ縁を持つ菱形土器で、口縁は，内舗が伸び外側の瀦告15はえく約める。仁]縁部の底上に回転合成形にお

けるナデ整形症が残 i人比較的厚みのある口縁部とし，タト面の整形痕は霊童部を横i立のナデと以ードを縦

位の関毛 E で整形する。器面の色調は外語が茶褐邑で内面は灰茶色を皇する。 9~ま平tEl.な[]縁を持つ

斐形土器で日縁は内需iがやや伸び，外鱒の端部は丸く締めるつ器読の整形はE主化のため不明瞭で色調

は外語が赤褐色をなし内面は暗黄楊色を呈する。 10は平坦な口縁をなす翠形土器である。口縁部は比

較的長く，内館へ端部がやや伸び外側の端部はえく約める。器商は外揺は風化し部分的に嬬毛自整形

疫が確認でき，色調iまタト酉が陪黄掲色で，内面は灰白色を呈している。 11は平坦な口縁をなす菱形土

器である c 口緑内fWJの端部がやや伸び外儲はt.}fに向かつて軍みを増 L.端部へ移行し丸く耕める。

器産立の外語は風化L，整形痕は不明で内面はナデ整形とし，器面の色言語はタト酉がi炎援邑で内面は培撞
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色を呈する。 12は平坦な口縁をなす菱形土器である。口縁は比較的長めで中央部が把厚し，端部は丸

く納め日開ヒ部に断面三角形の突替を付けている。器函の外面は風化し整形痕は不明で内面は指押さえ

の痕が認められ，色調は内外面ともに淡黄掲色を呈する。 13は平坦なLl縁をなす蓋形土器で、口縁部は

中央が控写L，外儲の端部iまえみを持つ。柄上部に断面三角形の突帯を{すけ，タト揺は制毛呂整形を縦

に行しミ内面はナデ主主形とし色調は外i討が明黄梅色を呈し，内面は淡い赤褐色を呈する。 141ま平坦な

口縁をなす棄10土器である c LJ縁誌は内i&Uへやや伸び上方に向かい中央でi勺んで厚みを増しながら外

1&Uの端

痕があり内面はナデ整形で指押さえ痕が残る O 色調は内外面ともに培茶褐色を呈する。 15(主査形土器

で長い頚苦!日土@:線的に立ち上がり口縁部へ移行する。口縁部は，内慨へ突出し中央部が肥厚して外側

の端部lまえく締める。内外面ともに器揺が嵐1tL，整形痕が不明で器面の色謁は外面が赤白色で内面

は白灰色を呈する。飴士は糧く長石粒 3mm程度が多量に入る o 16は短頚i寸縁の宣言形土器で、ある。頚部

から口縁部は外長して口綜端部をえく納める c 器蔀は風化して整形症が不明で色調は外屈が赤褐色を

てマー「
~一一 / 
、‘ f一一 一

呈し，内面は赤黄色を呈するむ 17はよ底の肇形土器で、ある。タト屈に縦f立の掛毛呂がfすき，器屈のをと調
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口縁部内側は外面が赤褐色で内部は黒色を呈する o 18は擬無文土器である。口縁の上面は平土日とし，

に粘土帯を貼り付けて土器整形している。器J~は，粥部下位は車線的に外方に伸び中位で内傾ぎみに

移行し，淳みのある口縁へいたる。器面は内外出ともにナデ整形として邑課は黄褐色の外面で内面は

灰白色を呈する。 19は黒曜石製の石畿である O 再開縁から全閣にJ申立剥離を繰り返し行い，先端部は

百E欠損している o 20は石盤製作工程4段階の資料で正面と右側面，裏麗に研ぎだしを行うが刃部の

トヒ部は{乍出部分は研ぎだしを行わず石:材は粘板岩を素材とする。 21は刃部を両刃に研ぎだしを行い，

高主主J痕を残し裏面は全語;こ石iJfぎ出し痕が認められる石庖丁で寵用石材は硬費砂岩を利用している。 22

[土砂岩を丹]いた砥石で構円形状に正面iを寝耳iしている。裏面は11本の剥く鋭利な傷が付き，鋭寺IJな傷

;ま金高器の{吏吊によって付いたものと考えられる。 23は正面と裏面の右1~lju互に戴打による LlfJみが認め
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られる。左側面はスリによる摩耗が残る。

23号土護出土遺物(第42図)

1は薄く平坦な口縁を持つ翠形土器で，口縁は内舗がやや伸び、踊}二部に断面三角形の突帝が付く。

外面は風化し時IJ毛目撃形がわずかに残る程度で，内面辻ナデ整形とし器商の色調は外面が暗灰色で内

面は陪黄色を呈する。 2 は鋤形口掠をなす翠形土器で、ある。口縁はP;Jf~Uが突きだし，外1!1!Jはやや垂下

し腕上部に断面三角影の突帯を付けている。器屈の色調は，タト面が培赤褐色で内面は決赤褐色を呈し

内外語ともに風化し整形状況は不明である c 3は丹塗の無頚査である O 平:f:lIな口縁とし，タト静!の器部

をナデによる語訳りをしている。色調は外面は朱色で内面は朱色が剥落し，培黄赤褐急を呈する。 4

iま平坦な口縁部の翠形土器である。口殺は内観に突きだし，タト舗は若干垂れぎみとなり，腕上部に顕

在百三角形の突帝が1--tき成部はやや上;去の平定としている c 器Jt~は定部から外方に腕部中位、まで伸び、持J

f立で張り，中位から口縁まで内湾する。尉毛日は底部から絹部中位まで付くが，外語の中世から口縁

部はナデ整形とし，内屈はナデ整形としている。器面の色調は，茶赤褐~を外屈はまし内面は底面か

ら腕部の 1/3までが黒色で 2/3は明黄褐色を呈する。 5は平坦

な口縁の棄形土器で、ある。口縁部は内側に突きだし，外1~IJ は端部に

やや厚みを持つ。腕上部に断面三角形の突菅が{すき底部は平底とし，

器形は底部から外方に胸部2/3まで持びて稲部上位で張り，内湾

して口縁部へ移行する O 器面{土内外面ともにナデ整形を行う。色調

は，タト面が踏黄赤褐邑を呈し内面;土黄灰色をまする。 6i土石撃の製

作行程4段階の資料である。 南側面について法一部研ぎだしを行う

が，刃部と基部については剥離調整で習まり街頭はカマボコ形を呈

する O 石材は粘板岩を需用する O

柱穴90 出土遺物(第43鴎)

1 ¥立正裏i屈に[ll]みのある白石であるつ

(4) 小結

o 内

ト 「ナナT →一一一 ym

第43留柱穴90号出土遺物 (1/3) 

平成12年震は芦辺思]深江韓亀触字不f海地区の調査面積300ぱについて実施し，遺構は溝2条と士壊

24基と柱穴94基を確認している。この内，時期判断のできる遺物が出土した遺講について取り上げて

報告を行った。

1号i葺は弥生時代前期末として捉えられ，構内より如意形口縁の土器と半島系の土器が共伴してい

る。石器では，石撃の製品及び未製品の出土があり石謹製作に関わる時代が前期末から行われている

ことを確認した。石撃の製作工程については 2屠・ 3層出土の石撃製作段i密における資料があり，

本文中の製作工程の捕足説明として 1段階から 5段階に分けて分類、した行程を付け加えておきたしミ0

1段F自立母岩からの剥離を行う議に，必要とする部分に離打を加えて表面の調整を行い母岩から切り

離す 2段搭は哲]り離した素材をf!1U函と正面に調整剥離を行い石撃の輪郭を形つくる o 3段階は上部
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と下部 を行い基部と刃部の輪郭をつくる。 4段需は裏面.ff!1j語の研ぎを行う o 5段階は刃

部・基部，制面・正裏面の 6雷を1iJfぎ完成させる o .I2l.Jニの行程を踏まえて襲作を行っている。

2号議は弥生時代前期末から中期初頭の時期にあたり，1号溝より一時期遅くまで使用されていた状

況が調査の結果判明した。 遺物は如意形口縁の菱形土器・域ノ越式土器の霊形土器と石撃・柱状扶入

片刃石斧・砥石・間石・スリ石等が出土している。

土壌は 1号から24号を確認し，丹塗の土器が出土した遺講として10号.12号.13号 .23号があり，

半島系土器の出土した遺構;こ22号土壌が上げられる。土壌については，時期が特定できる遺構につい

て補足したい。

I 号土壊は，弥生時代中期前半の斐7~土器・器台・牽形土器と石撃・砥石・屠製石畿・打製石族等

が出土しているつ 3号土壌は，口縁部の外観が垂Tぎみの土器資料と跳ね上げ口殺をなす土器資料が

出土している。時期的には弥生時代rt'J期の須玖 I式の新段階に比定される。 4号壊は，痕玖 I式土

器段賠の翠形土器と石撃が出土している c 5号土壌は，石撃の完成品が出土している。遺構は 4号土

壊に切られており弥生時代中期初頭が考えられる。 7号土墳は，須玖E式段階の翠形土器が出土して

いる o 8号二L讃は，須玖立式段階の:童形土器が出土しているが7号土壌に切られた状況から 8号土壊

が若干吉くなる。 9号土壊は，弥生時代読期末から中期初頭の城ノ越式土器と柱状扶入片刃石斧と局

部磨製石織が出土している。 10号土壊は，弥生時代中期後半の須玖E式の丹塗の斐形土器と鉢形土器

が出土している。 11号土壇は 弥生時代中期中頃の須玖 I式の新段階の棄形土器が出土している。 12

土壌は，弥生時代中期後半の痕玖E式の整形土器と丹設の会状口縁の意形土器に伴ってスリ石が出

している。 13号土壌は，弥生時代中期後半の須玖E式の差形土器と丹塗の壷形土器及び丹塗の高士不

がス J);石と伴に出七している o 14号土壊は，弥生時代中期初頭の断面三角形の平坦口縁に刻呂を付け

た域ノ越式土器の棄形土器が出土している o 15号土壌は弥生時代中期前半の須玖 I式の翠形土器が出

している。 16号土壇は，弥生時代中期後手の須玖E式の童形土器が出土している。 18号土壌では，

弥生時代I=~l期後半の棄形土器が出j二している。 21 号土墳は，領玖 I 式の整形土器，鉢一形土器が出土し

ている022号土績は，須玖 I式の蓋Jf3土器・査形土器iこ梓い半島系土器が出土し，石器に石繋・石議・

石鎌ー砥石 a 四石が出土している。 23号土壊は須玖 I式の新設階から境玖E式の斐荒土器と童形土器

及び石撃が出土している。柱穴では Pit90から出石 1点の出土があった。以上のような状況で最も古

い遺構が9号土墳にあたり， 1号溝と同時期iこ存在していたことが考えられる。その地の遺講は弥生

時代中期前半から中期後半の範轄で営まれていたことが今回の議査で薙認されたc
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図版















2.大JII地区の調査

(1) 欝査概要(第44函)

大)11地区は遺跡の南東部にあたり，平成 7年長及び平成10年度の調査では初期貿易陶磁やイスラム

i潟器，滑石製品などが出土して，古代からや世にかけて待らかの公的施設があるのではないかと考え

られている地域である。この広域には 1~8 区の謂査区を設定した。

1 ・ 21><:は標高14~15mの水田南側に 2 m>く20mの面積で、設定した。表土層の下はすぐに黄楊色結

で遺物包含層は見られなし'0 1 ~~は東西にゆるく傾斜 L，水田造成の前は接頭畑だ、ったことが

わかる o 2区は東部に額斜L，埋め土が堆積しているが，この中に若干の弥生土器が含まれている O

3区は 1・2尽の東鰯に隣議する水田で，襟高13mと一段低くなっている。 2mX25mの面讃で、東躍

に設定した。西側から東関にかけてd傾斜し，中央部から急に蕎ち込んでおり 2校の娼が 1枚に;永田

{とされている。酉髄はかなり龍平を受けており，表土器下の浅いところから 2層の培褐色土層が見ら

れ，弥生土器の小破片がわずかに残っている。また 3屠の褐色粘質土層の部分は柱穴が数値確認で

きる O 弥生期のものと考えられるが， I訴定は出来ない。 5~7 区は平成10年度調査i認の南部に古代

関連のものが拡がるかということで設定した。この水田は以前，金魚の養殖が行われており 5・6

区はほとんど撹乱されていた。 7区は表土層及び埋め土の下に暗褐色粘震土麗が見られ，土諦器，瓦

黄土器片や滑石片，須恵;器片などが出土した。内容的には前認の調査で得られたものと一致しており，

古代の範囲が拡がっていることが確認された。 8区は深江地の南東約100mの諜高11mの畑に 5mX

30mの頭覆で北東に設定した。ここも鰻頭娼が部平されており，土層は高から北方向に額斜している。

甫織は表土層の下からすぐに 9層の褐色粘質士層が見られ，この層から黒曜石詩j片やナイフ形石器が

出土している。 6lKの3層暗褐色土層は若干くぼんだ状況が観察され，中世の士、部器片ヤ滑石片が流

れ込んでいる。この部分を掘り進めて行くと，青灰色地山層を掘り込んだ、濠が確認された。上面は部

されているが，1:詔幅約 4m，深さ 1mで， 4層の黒色二1:-:層からは弥生中期の土器が出土した。方

向については西iltU方向に廷び、ているが，東側について誌確認できない。以下主要な試掘墳について概

課する c

(2) 土層(第45図)

今回の調査区はほとんどが2次的な造成が行われており良好な基本土震に去るものがない。耕作土

層のすぐ下に弥生時代の包含層かlB石器を含む層がいきなり現れる状況である。古代の遺物が出土し

た7区は.立較的邑含層がよく残っていたc 耕作士層の下に褐色の埋め土があり，その下に時揚色私

費土の包含震が克らn，4層である黄褐邑地U1層には風化諜や黄色い粒子の砂利状のものが含まれる G

この土器の状況は前回の調査l><:の土層にも一致している o 8 [xは新たな弥生の濠が穣認された地点で、

あるし， 2層は耕作:上震と埋め土である o 3層は暗褐色土層で中世の遺物が出土するが，濠の部分で

は少しくぼんでいる。 遺物は特にこの部分に集中する。 法以外の区では 3層の下にここで 9層とした
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!日石器の遺物を会む褐色粘質土が見られる。濠の土層は 4層の黒色土震から弥生中期の土器片が出土

する。その以下には 5層のややさらりとした黒褐色土層 6層はさらりとした漆黒色の土麗， 7層は

5層に比較的似ているものの，少し黄色の度合いが強い層 8層は明黒色土層が堆脅し， 10層の青灰

生地山層に達している。遺物は 4層だけに見られる。このことは，濠は中期の早い段階で掘られ，一

時期使揺された可能性が強いと考えられる。

(3) 遺 講(第45国)

大JII地区におけるはっきりした遺構は， 8 ・ 9 医で検出の濠と 81哀の柱穴だけである。 8 毘は l~

5の地LlJ層に柱穴カi40数鵠確認できるが，その中には小穴も含まれる。弥生時代の包含層が部平され

ているのでほとんど時期が明確なものはない。 8s:2の柱穴から 1点だけ弥生土器の鮫片が含まれて

いただけである O 譲は一番:北東11!IJの 8区6で東西方向に検出された。上面は部平されているが，約3.3

mの轄を有し，深さ約 1m，下は約O.55mの幅で、断面;まV字に近い形状を呈する o ~ヒ践の東寄り斜

面に柱穴が4舗と下屈の雨嬬に 2錦見られるが，性格等については不明で、ある。 濠の方向を探るため，

8区から西鶴に10m離れた同じ摺;こ 5mX2mの9区を設定した。この尽の下面は 8区のト語と比較

すると約48cm高く，上面騒が1.30mと狭くなっており，下面が上がった分，上屈が前王子を受けている

ことが分かる C 東側の延長を担って 8亙から約 9m離れた，一段低い水田に lmX5mの10区を設定

したが，埋め土だけで、濠は検出できなかった。今設は東側の向レベルの水田で東方向の濠を確認する

必要がある。 濠の時期については先にも述べたが，弥生中期前半に掘られ後半には壊まったものと考

えられる。

(4) 遺 物(第46・47図)

土器(第46関 l~

1~6 は 8 ・ 9 豆 4 }吾出土の土器で、ある。 u土平坦な口縁を呈した須玖式土器で外部に鰭斜してい

る。内1l!!Jはやや尖り気味に九くおさめられている。胎土は石英粒を多く含み.色調黄褐色，全体に

耗している。 2は口縁平理吉sが 1よりも小さく器形も小ぶりである。 r二!縁外lWJの端部は丸く尖り気味

におさめられている O 胎土には石英や白と赤の砂粒を含み邑調は茶褐色を呈する。 3は湾出した口縁

部で，口唇部はヘラナデしたように平坦である。しかし， 一方の端部も丸くなっており鉢になるのか

器形が不明である。胎土には石英，雲母，長石を含みよくしまっている。色謂は黄褐色を呈し境成

良好。 4LHJt玖式土器の底部でわずかにあげまである。外部に了察なハケ呂調整が擁されている c 飴

土には石英粒を多く含みよくしまっている。色調は鵠色で焼成良好。 5・6は高杯持部である。 5は

身の内側と胸部にわずかな丹塗りの痕跡をとどめる O 胎土に;ま石英と赤色砂粒が目立つ。 6は郡部の

や央部分だけで，形状は 5よりも小さいc 時期的には弥生中期と考えられる。 7'ま8s:3履からで瓦

質のすり鉢片である o 8 ~ 111土71亙3層出土の遺物で、ある。 8・ 9は須恵器で外側に格子呂町き，内

髄に同心円;氏のiJPきが見られる。 10は須恵器の宣言i二i縁で端部はシャープである O 外側にはわずかに自
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然粧が見られる。 11は瓦質の査口議で端部lまえくなりタトに一条の細い殺が巡る。断面を見ると外は灰

色， rt'ま淡茶色を呈している O 中世の所産、と考えられる 8 12lま8l三3層出土の龍泉窯系の盟である。

識は軍くかかり内外に貫入が認められる c 色}調は灰緑色を呈する。

石器(第47国)

石器;立大]11地Eの石器は 81玄からの出土で、ある。 1は良賞の黒曜石裂の小形ナイフ形石器である。

基部南端は了寧に刃遣しが越されている。刃部はうすく斜行して先端部をわずかに欠く O 環存:長3cm， 

厚さ 4n治1，重さL1 g 0 2・ 3'ま剥片手j揺の尖頭状剥片石器である。 2は厚みのある剥片を利用し，

全体的にやや糧い仕上げで、ある。断冨は三角形で，基部はやや九く，先端は鋭くなっている。長さ3.8

cm，尽さ 1C111，重さ3.4gを掛る。 3は主要事j離函の平担部が湾臨している c 基部の再慨は丁寧な剥

離を行っているが，中程から先端部にかけては大きな科離だけで未製品の惑ヒもする c 4 (ま良質のノト

形角諜黒曜石を打ち欠き，上雨と下甑に自然iiiを残す。左面に 1 の軒離，右t面に 2 の剥離を施し

ている。 5はド函に自然面を残す剥片で問1NIJに使用痕が認められる。 6は2層出土の石鍛である。全

体を丁寧に剥離してシャープに社主げている c 長さ2.5cm，草さO.3cm，重さO.9gを測る o 71ま豆
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出土のサヌカイト製石匙である。つまみ上端に;土自然屈を残 L，車下はI点目立IJから打ち欠き扶りを入れ

ている c うすく湾出した横剥ぎ剥片を科吊しており， jj奇縁全体をi可方から剥離して刃部をつけている C

形:1犬は楕円形を呈すると思われるが， 一部欠失している。 6・7ともに縄文時代の所産と考えられる。

3冨原ノ久保地藍の調査

(1) 欝査報要(第48国)

原ノ久保地区の調去の目的は，平成 8年震に実施した墓域が麗辺にどこまで拡がるか，また実際に

遺構が残っているかを確認することである O 先ず 1・ 2!Kは290-2番地に 2本の試掘壌を出北に平

行して 4mX25mの顕穫で入れた。 21支の寵1~U には昭和53年に試掘壊を 1íli51所入れた地点がある c

査の結果，地i斗層は北から南へ傾斜しており，沼地形は剖平され話含層は見られない。南11mに望い

が埋め土に混じり，弥生土器がわずかに含まれていただけであった。 3区はさらに北関の空き地に 3

mX3mの面積で入れたが，ここも包含層は間平されていた。 5 区は平成 8 年度の墓域;こ~~~番近い所

で、 10m も離れていなし、。しかし，ここも表土を剥ぐとすぐ地 rlJ層にあたり，遺構は禁い。地~こ石棺

の抜き取り痕も克られないことから，この区域まで、拡がっていなかったと思われる C このエリア

講が確認されたのは327-2番地のllf正である。前田の調査ではE区とした試掘壌から須玖E式の-土

と浅い濯が確認されている地点で為る。今回はその北舗に設定したc 荷額は浅くして地Ll!がのぞき

東髄へと深くなっている。試掘境の中間あたりで、表ゴ二重下から合口小児斐棺墓が 1基出土した。 拐さく

なった東簡では培鴇色の包含層が認められ，土器片と板状の石棺材の披片が散在している。土器の形

態から時期的には弥生中端技葉から後期後葉までが考えられる。平成 85f調査の墓域の南東部は，現

在詑宅地になっているが，それ以前の娼の時には設謀議を採集したり，詰，lj三終末期の翠掠墓が露出し

ていた地毘であるが，その南部の元住宅地に 4区を 5mX10mの面積で設定したコしかしこの区は，

瓦粘土を取るために大きく剖られ客土されていたが，その土中よりガラスIが 81~採取されたc 他か

ら持ってきた土かどうかは不明で、ある。 6註はさらに東側に設定した。ここは瓦焼窯が隣接しており，

地山まで撹乱を受けていた。

7[Kから14!Kは，現在の住宅地から離れた高関の現水田に設定した。町道江車線が大きくカーブし

た地点に北から甫へ向かつて谷;民地1f~が走り 古い地図で、は狭い水田が措段状に形成されている。こ

の入り組んだ地形に 7区を 1mX40mの面積で、設定したO 現在の水自は新しく造成され，埋め土が l

m以上堆積しヲその下に漆黒色の土壌がある。客土するl誌の永田は，田植えするのに苦労する程の深

田で，泥炭に近い層である G 地山層まで据り進めると溝状の遺構と思われるものが検出され，弥生土

器の小片も漆黒色の土層からわずかに出土Lた。溝の方向を確認すべく，東西に13区と 8区を設定し

たが， 71互の審に続くと考えられる遺構は検出できなかった。谷状地形の東舗の樗高13mの315-4・

7番地に 9・10・12区を設定したc ここからは石棺墓 1基と小史斐桔墓 1基が検出された。 他にも

器の集中が見られ，遺物整理の過程で小児轄と考えられる査も復元された。この本田の谷を挟んだ酉
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憾では昭和54年の範密確認識査で， 1豪と若「の弥生土器が出土している。さらに平成 7年の釘道拡幅

に伴う調査では，結式石桔墓と考えられる抜き叡り跡が41回検出されているが，時代の決め手となる

ものはない。この区域からは，かつて石棺，翠桔墓が出土したと言われており， l衰の存在も含めて，

今毘調査した墓域とも関連があると患われる。

(2) 土麗(第49図)

ノ久保地区の基本土層は11・12区の土屠留に示したとおりである o 1層は表土層 2層は整地し

たfJ寺の埋め土で耕作土にもなっており，褐色をJ乏している。 3層は暗褐色粘質土で有機質を含んだ，

渇くしまった麗になっている。弥生土器を包含しているのもこの層である。 4層は褐色土層で，やや

ふんわりとした層で18石器を含んで、いる。 5援は地山層で、部分的に撮っているが，葉褐色粘質土層で

4層より黄邑味が強く粘質も強い。 8区は浅い谷状の水田に設定した。この地形の水田は深田で田植

えにも罰ったという。最近はそれを解治するため改良を行い 1m以上の客土がある。従って 1・2

は2次的な堆襲である。 3層は灰褐色土， 4 )言は暗灰褐色土で、あるが，上下関係はなくブロック;1犬

に認められる。 5習は真黒な土で粘質が強く泥炭質に近い。 一部自然木なども含まれる。 6J曹は斑灰

で黒色をベースに灰邑粘質土が斑状に入る。この震からわずかに弥生の士、器片が出土し

ている C 地ILI層は 9T吾で青灰色の粘震が強い替である。この誌では 2笛所に溝状のものが見られるが，

人工的な感じはしない。この落ち込みには 8層とした漆黒色の k層が堆積している。 7層とした斑黒

色土震はブロック状に入っている。 7!Rから西1Ui!に4m離れた13lRで、は黒色の粘震土層は克られず，

浅い地点で揚色のやわらかい岩の地LL!層が見られ，谷のヘ 1)の部分にあたる。

(3) 遺構 (第50・51国)

車ノ久保10区出土小児斐棺墓(第50・52関1・2) 

10区の暗褐色粘質土層から謁色粘質土層を掘り込んで、出土。須玖 I式の二つの護を台わせて使用し

ている。長軸は高頭方向にi向けられ，両方ともほぼ完形である。第52図2は下斐でほぼ水平に置かれ

ている。口縁部は逆L字形で外関端部は丸くおさめられ，内観にわずかに巴みをもち尖がり気味にお

さめられている O 錦上部に最大筏をもち，底部はあげ患になっている。外舗はハウ呂調整されている

が，かなり摩耗こしている。胎土には石英を多く含み，白い砂粒も見られる。高さ35crn，口縁外経28.6

cm，最大嗣径27.8cmを測る。色調はにぶい樫色を呈する c なお本抜きの穿孔は認められない。 1は上

蓋で下斐よりひと回り小さい。仁i縁部は平捜部がやや出み内傾している O 下室とよと較するとは縁の幅

と厚味が大きい。外観口縁の官iに6慢の刻日が蕗1.5仰の帽で施され育ドはナテ、調整され，断恒

三角彰の貼り付け突帯が一条巡る。絹部から底部にかけては丁寧なハケ日調整が施されている。器表

面にはススの付着があり，内側の底部近くには黒い付著物が見られる。成部は上げ底である O 色謁iはま

仁ぶい褐色で

最大E瞬i詩司窪2辺2.3cmをj贈るつ
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原ノ久保11区出土小児翠倍墓(第51.52図3・4) 

10区出土の合口小見翠棺は，長軸を南西に向けて， 10lK出土の翠棺とほぼ同じである。 出土状況は

上土が前王子されており，耕作土産下からの出土であるため破損が著しいが，半分程は残存している O

口縁部はi布告iから外に向って領斜し，端部は丸くおさめられ，内儲{ま尖っている。口縁産ドは

ナデ調整され，…条の断面三角形の貼り付け突帝が巡る。最大径は縞中央部に位置し，底部は若干し

まり平底である c ハケ自は全体に擁されたと思われるが，震の方だけに残り大部分が摩耗している O

結土には石英と自い砂粒を含み，積立立は良女子で、色調黄褐色を呈する。，器高は41cm，口縁タト径34cm，最

大腕径32.2cmを測る。 J二査は下妻よりもひと回り小さい。仁l縁部は外観に{頃き全体が丸味をおびナデ

謂整されている。 i宣下には断露三角形の貼り付け突帯が一条巡る O 外側はハケ自調整されていたと思

われるが壁耗が著しい。底←部はわずかに土汀、底。器高は31.3cm，口議外径30cm，最大樹控26cmを潟る C

胎土;こは白い砂粒や石英を含む。:堤成良野で色調は明褐色を呈する。この護持は両者とも須玖豆式で

あり， 10区出土の蚕槍墓より事~.しい。

原ノ久保12訳出土石桔墓〈第53図)

時褐色粘賀土から褐色fti賞ιtにかけて検出された石樟墓である。蓋石は長さ2.18m，最大幅O.62m

で， 5枚の板状安山岩が乗っている。蓋石は!苦縁が丁寧に打ち欠いて形が整えられ，ヨロイ蓋状に積

まれている c 蓋石を思り除くと，細長い長方形の土壊が揺られ，長軸の南側に1~U;板が対になった状態

で立てられている O そして r床面には頭部と思われる所に 1枚の板石が置かれているだけであるつ iやは

に会っており，蓋石は南舗に銀銭が見られた。状況から石蓋土壌墓とも考えられるが 2i校

O 

τ一一=士4孟二三二二ニニー=孟I; ヰニニニー孟平と

第50図 原ノ久保10区出土小売聾轄実灘菌(1 /10) 
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の1&IJ板があることから，籍式石橋墓の変怒とも受ttとれるc 副葬品は何も認められなかった。従って

時期的なものは不明な点があるが，ただ¥石椋墓の西北30cmの所ーから第53図 1のように，丹塗高杯が

出土した。 逆になっており脚部は失われている。内外ともに丹が塗られて口唇部には培丈が施されて

いる O 口縁は外側に額斜じて内側は尖がり鏑先;1犬を呈している。口縁直下外側には断面三角形の一条

の貼り付け突帯を巡らしている。胎土には石英や雲母を含み毅密な仕上がりである O ロ縁タトf壬は30.5

cm，杯部の深さ8.5cmを瀦る。 2も1のすぐ北程Ijから出土したものである。口縁部は大きく朝顔状に

開き，外側端部は方形状になり，わずかにlllJませ気味におさめている O 頚部はほぼ直立して外湾する

が，関部にはM字の立占り{-'ltt突帯を一番出張った部分に一条巡らしているつ底部はよくしまり平底で

ある。外側には全体を丹で塗り，頚部には暗丈を施している O 内観は頚部から腕部上面にかけて丹を

っている C 非常に均整のとれた土器であるが，縦半分しか残存していない。目立七には:長石，石英を

含み， 1主成良好。器i言~27.6cm，復涼口縁控31. 2cm，最大服部26.9cmを掛る o 1・2の土器はいずれも

弥生中期中葉頃であり，石棺墓に摂献し と考えるならば，やiまり同時期が考えられよう。

(4) 遺物

土器(第54図 1~15 ・第55図 1 ~ll) 

ここに図示した遺物誌はとんどが1O~12rK出土の土器である。 11土器形が鉢か霊かはっきりしな

いが，口縁は平坦でタト慨に丸くおさめられている。拾土には石英を多く含み，雲母も若干見られる。

2~4 は逆 L 字影の日縁平垣部が外積IHこ鎮斜 L. 端吉EカザL くおさめられた摂玖 E 式の歪である。 3

16.8m 

o b羽
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第虫歯原ノ久侵111&出土小児饗棺実潤国(1 110) 
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は口縁夜下に断liJi三角形の揺り付け突i帯が巡る。 4は[]縁産下が直角に近いしまりをしている。胎土

には石英，雲母を含んで、焼成も良好で、ある。 5・6は小%広口査である O 器表が摩耗しているが，丹

が塗られていたと考えられる。胎土には石英，白い砂岩"赤色粒を含み，境成はややIJいo 7・8は

広口査の口縁である o 8は外側に丹捻りが一一部残る。 [J縁端部はわずかに凹んでいる o JJ在土にはそi英，

雲母，自い砂粒を含み境j或は一甘い。 9・10は丹塗り高杯野部である o sti土は精選された土で験禁であ

る。 11は丹塗りの高杯である O 器高30ω，LJ縁外%26.6cm，杯部の深さ7.3cmを測る O 口縁l土内領IJに

やや尖がるようにおさめられ，わずかに~みをもちながらほぼ水平に外観uに搾ぴ，端部は方形におさ

められている。飴土には石英ヲ自い砂粒，長:(:i を含み焼成は良好で、ある。 12~14は底部である。 12 ・

13は斐， 14は壷底部で，タト鶴にわずかに丹主主り痕が認められる。 15は広口壷転用の小史査棺である。

口縁音E分は意識的に欠かれたと思われるが，約縦半分が現存している。器表面全体と口縁からま買部に

かけての内側に丹が塗られている。腕部は大きく張り出し最大径の中心は上部に位脅し，誌If面M字突

苛を貼り付けている。突帝直下には径約3.5cmの水抜き孔があけられている O 定音[)はあげ底で窪8cm 

を測る。胎ー士には石英，長石，白い砂粒が含まれる。 11¥土状況については， 10区3の暗褐色粘土層か

らであるが 2~(的に動いている。しかし第50[持の小児莞棺墓も近くから出土していることから小見

墓が語数存在していることが誰持される O

第55図 1~11の土器は11尽から出二t: した土器で、ある。 1 は口縁部が外鱒に短く張り Hj し， lちrr百三角

形を呈する棄である O 胎1:!主題く石英F 長石，白い砂栓，雲母を含み焼成は良好。 2(よ小破片で器形

が判断できないが悲の可能性も考えられる。胎二}こには石英，雲母を含み焼成lま良好。 3は広LJ>，在日縁

でいJ慨に鑓先状に尖がり，[]替き15は平坦で端部に一条の沈線を入れている。胎士には石英，長石を多

く含み:境成は良好。 4・ 5は広口意仁(iI誌で内外に丹が塗つであるが， 5は縦にミガキが施されている。

口容部は 4が角ばっているのに対L，5は丸くおさめられ，ともに朝顔状に大きく外反するタイプで

ある。 5の護原口密は31.2cm を測る。拾土は精選され毅宮、で石英，雲母を含み焼成は良好。 6~8 は

底部c 6!土平底で立ち上がりからえくふくらみをもっO タトlWJはミガキが認められる。器壁はうすく鉢

状になると患われる。 7・8は丹塗りの童i主部で，lまはわずかに上げ成である。給土は綾密で石英，

雲母，赤色粒を含む。 9~1U土高朽;の杯部である o [1縁端部をえくおさめ，頚部が内湾 L，腕部がL

字形を呈する。 騎土には石英，長石，雲母，赤色粒を含み色調;討12色で焼成はややすい。車ノ久保地

区出土の土器は11区が弥生中期後葉から後期にかけての時期に対して， 10・12亙出土の土器は弥生中

期中葉から後葉にかけてが主体と考えられる。

ガラス玉(第56~J)

4区は原ノ久保A地区として調査された墓域の高慨にあたる住宅地の中に設定した。発掘してみる

と，粘土を攻るために全体が掘られ，その後に埋め戻されていたが，その埋め土中からガラス玉が8

点採寂された。いずれも径が 5~7 翻，厚さ 4 ~ 6mmをiHUf) ，淡いブルーを呈している。おそらく，

あまり離れてい会い地点から客土されたもので，弥生時伐のものと考えられる。
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石 器 (第57図)

涼ノ久課地区でも広い範囲に渡・って!日石器が出土している o 1 . 2はナイフ形石器である。 1は9

区褐色粘黄土出土で良質の黒曜石剥をf吏崩している C 基部端部は f寧な剥離を行い， r可1~U も刃潰し

を行っている。刃部は斜行L，うすくシャーフヲこ仕上がうている。 2は10区表土層出土。黒曜石を

材としているが，表面は灰黒色を呈している O 長さ3.7cm，最大厚0.5cm，重さ2.12gを測る c 刃、遣し

の部分は厚みがあり刃の部分は 1と比べると短くなっている O 長さ3.7cm，最大厚0.7cm，重さ4.1g 

をj揺る。 3・4は台形様石器， 3 は 4 区表土層出土で、黒曜石を手IJfflc 基部を再開から~U離謂整してい

るG 右側;土産糠に，左側は湾曲している O 刃部の一部を欠失しているが，斜行するものと思われる 0

4は4区表土層出土。基部だけが残り刃部を欠失している o 5は4区表土層出土。良質の黒曜石の厚

みのある縦長剥片を手IJ揺した，尖頭状石器であるが，先端部を欠失している O 基部には一部自然曹を

残L，未製品の感じもある o 6 ~1Oは黒曜石製剥片類である。 11はサヌカイト事j片で片面に自渋面を

残している。 1区揚急粘貫主層出土。 12は玄式岩質の縦長事j片を和君。長さ13.3c民最大厚1.7cmを

灘るc
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N まとめ

平成12年度国車補助事業に伴う範間確認調査は，芦辺町域で実施した不棟地区の調査で弥生前期末

から中期初頭にかけての溝2条や，中期前半の土壌，柱穴状小穴群，中期後半の土壌などを検出じて

いる。こi'lら は平成10年度結着き場付近水路等状況謂査で、薙認したもので，丘陵北西部低地の

遺構の拡がりがさらに鮮明になった訳である。しかも!日i可道に冨まれた鍛高地上の住居域と考えられ

る部分や，前期末から中期初頭にかけての簿は生活や農業用排水路と考えられることも分かつてきたc

そして遺物も前期末の土器を辻じめ，石庖了。五鎌，石実Jjなどの石器の出土は，住吉域が確実に捉

えられる資料となった。この地区ではこの飽にも調査が進められており，新たな知見が加わってきて

しミる O

石田町域の調査ではこれまでと違った新たな発見があった。大)11地区のi衰の検出で、ある O 方向性か

らして新たな濠といえる。時期的には土器から見る眠り，弥生中期を通じて利用されていたものと考

えられ，後期には完全に埋っていたものであろうっただ濠の性格については防榔目的か区画性をもた

せるものか不明であり 明らかにすることが今後の課題である。

原ノ久保地区では平成8年堅調査の墓域が拡大することが期待されたがや住宅地の開発や嬬地のi達

成などにより，治減している部分も多くあることが分かった。 11豆では，南側の議回の調査区から弥

生中期の遺物が出土していたが，今回は合口小児霊桔が検出され，墓域の範圏が拡がる可詫牲もでて

きたo 10亙， 12l豆では石棺墓と合仁川、児斐棺墓が検出された。石持墓に亘u葬品は無く時期の決定は出

来なかったが，期間の土器の出土状況からして， ;:jl期中葉から後葉の時期と考えられる。また同時期

の出土土器を見てみると，丹塗 1')i:器が多く見られ，募域と宮接な関係にあると考えられる。

一方，浅い谷状地形を揺てた商mij水}廷でli，昭幸fJ52年から54年に実接した確認調査でi哀が弧を認さ

ながら東西方向に停び、ていることが判明し、さらに開き攻り調査で豪の内iliUにはかつて耕作のおり，

石棺・護棺等がtliJこしたことが知られていた。その後平成 7年の町道江里縁拡幅工事に先立って行わ

れた頴査では， ~;衰の内観から石棺の抜きとり痕で 4 基あったことが確認されており，この呂:域との関

連性も追及する必要がある。さらに濠の方向性については，平成 8年度の課査で検出されたj池田大原

I区の壌と繋がるのかどうかの投誌もする必要がある。

-72-























抄 録主
回

左七
仁3報

はるのつじいせき

原の辻遺跡

なカすふ

原の辻遺捗発掘調査事業に係る

巻 次1lI
」一一一 i 

シ 1) ーズ 名 目 竺 遺 跡 融 事 務 所 調査報告書

第22集シリーズ番号

誠利幸・藤村勉-町田安楽名者著編

長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所関機集編

⑧811-5322長崎県壱岐郡芦辺町深江鶴亀触1092番地 1TEL09204(5 )4080 地

竺立iffj t1~ー哩竺竺:♂円
.bりがな lふり五五:::Jご下1北緯(東読

所収蹴名 i所 在 地 高 言 語 遺 跡番号イ

誌の韮遺跡 !舗道話器 424231 73-10 

;誌証言色可制2

在所

跡発掘調

査事業

(国E言語

助事業〉

項

72-92 

墓

墓

境

指

指

土

斐

石

地

収録遺跡名

京の辻遺跡



E去の辻遺跡調査事務所調査報告書:第22集

療の辻遺跡

2001. 3. 31 

育委発行長崎県

崎市 i可2番13

印融株式会社昭和室印樹

A
f日




